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の
著
者
ス
ト
ラ
ボ
ン(
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l
r
/
J
^
e
i
o
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の
記
す
る
所
に
據
れ
ば
、へ
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
其
め
死
に
臨
み
、
自
己
の
著
作
を
其
の
愛
弟
子
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ォ
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テ

ス

ト

」

ス

：
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^

«

0§

1

0

に̂

_

託

0

:'
-

^

.オ

ブ

デ
^̂

て
學
徒
た
る
、不
レ
ウ
ス

(

葡

^:〉

に
淺
し
、
‘不
レ
ウ
ス
は
之
れ
あ
其
の
出
屯o
地
、
ト
ロ
ア
ネ
の
：ス
ケ
ブ
シ.ス
ぐ
に
搬
ん
だ
。
：.ネ
レ)

ウ
ス 

<D
死
後
*
共Q

後
繼
者
等
ば
無
學
...
の
人
々
で
^
つ
v
、s
單
.に
此
の
犬
宽
集
0
貨
幣
價
値
0
み
.を
考
へ
ゼ
居
0
た
。
而
し
て
彼
れ
等.は
、

.當
時
ア
レ
ク
^
シ
ド
サ
で
の
圓
書
館
钇
凌
德
尤
る
妨
戴
め
に
ぁ
^
ゅ

る

丰

段

^

盡

し

て

其

の

新

た

杧

建

設

せ

る

圖

组

最

を

充

實

せ

し

め 

づ
、
ぁ
づ
た
ぺ
ル
ガ
モ
シ
主
^.
の
有
に
歸
せ
ん
こ
.と
を
惧
れ
て
、：

ア
リ
ス
ト
テ
.レ
t
ス
-等
の
.書

を

地

卞

窖

中

に

'隱
匿
し
た
。
菇
れ
等
の 

ゝ
書
は
此
の
洞
痈
中
.に
百
コ

|

十
苹
餘
k
埋
藏
♦
ら
れ
■て 

' 蠢
热

と

濕

氣

と

づ

て

«
じ
く
餘
傷
せ
ら
^
て
埼
つ
た
が
、
終
に
小
西
細
煎 

C6
一

K

ォ
ズ
;̂
:
坐
れ
た
富
»
な
る
愛
書
家
ア
ぺ
ル
リ
コ
ン(

^
9&

完
|>)

に
ょ
0;
そ
.凡
も
西
紀
前
マ
百
年
.
.の_
'に
發
見
せ
為
、
.高
俱 

以
つ
セ
ネ
レ
ウ
ス
.の
後
«
者
等
か
ら
.買
ひ
取
ら
れ
た
0

T
ぺル

：：

リ
コ
ン
わ
希
望
は
语
ル
等
の
も
の
を
適
當
な
が
順
序
に
排
列
し
、
保
存 

の

憇

か

つ

た

が

：爆

み

に

生

じ

た

多

_
の
闕
文
を
補
充
ず
る
に
«
つ
た
。
0

贫
.诉
ら
.'
»
彼
れ
は
铒
歇
者
で
ぁ
る
ょ
り
も
寧
ろ
'愛
書

家

.で 

ぁ
つ
.た
.が
鶬
呤
に
、
此

(0
:

©麥

る

事

業

忆

處

.し
ー
て
良
ぐ
其

0
寶
住
ぞ
果
ず
こ
と
：が
出
來
ず
、
.
.瑕
疵
を
：以
つ
て
滿
さ
れ
於
ブ
ゲ
.ス
：.
ト
ム
ア 

レ
ー
ネ
办
著
作
集
を
公
表
し
だ
0
'其

(0
'
後
、
ナ
べ
ル
リ
_
_コ：シ
：の
'書
^
ば
彼
：れ
^:
死
.後
>-
:
輯
典
の
占
領(

^
^

捕
品
の
一
部
と
し
て
ズ
ラ9

n
d
l
l
s

 .Cornelius

»':.sillla)

.の
手
^
»'
し
<
、
:-
';羅
嚴
^.
敏
致
也
ら
れ
た
0
'而
し

て

、
西

紀

前

七

十

：

J

一
年
•ル 

ク
ル
ス
9
. £ianius :
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C
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爲
.め
ゆ
捕
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と
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り
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羅
馬
に
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致
せ
ら
れ
A
ム
レ
1
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L
u
d
u
s
-
M
'
u
r
e
n
a
)

に
，
ょ

、
つ

て

解

放

せ 

ら
4
た
ポ
ン
.ト
ス
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:
ア

ソ

ネ

坐

れ

の
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81
文
法
家
チ
^
ラ
ン
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オ
^

7
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公
良
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此
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書
庫
の
盤
理
に
從
事
す
る
こ
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o
f
c
o
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瘦
&
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取
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受

：け
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虫

文
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ォ

シ
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ス
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.
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'
现
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c
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.
H
n
w
.

.

葉
に
於
い
そ
ア
ジ
ド
ロ
キ
ー
コ
感
の
手
に>
«:
:
の
'主
題
、に
從
：つ̂

類

集
:̂
'
レ
^

^

ス
ト
テ
ド
’
ス
及
び
ー
ア̂フ
-フ
ル
ド
ネ
^
著
作
ニ 

,c
o
.
.
最
初
の
売
金
な
',る
歐
本
の
：邀
鹰
?:
.成
1-
.も
办
€
あ
る
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(

stracr
.
p
'
s
^
r
i
l
^
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^

?
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パ 
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'

:

.

リ
ッ
、夕
'丨(
麥

薄

5は
、
»
ぐ
'の
”如
く
秘
#
で
_
歷
的
&
物
語
を
议
：つ
'て
、
T
ゾ
.
F
.»:
•
:キ
^
 

て
編
輯
せ
ら
れ
た
ア
リ
ズ「 

ト

考

レ

ー

ス

の

書

を
^

^
す

る

が

爲̂

に

生

じ

た̂;
0:
と

做

じ
>
.
:
恐
^:
ぐ

ば

之.れ
：と»'
の
：長

短̂

^

し

て
居
つ
た
で
あ
'ら
.ぅ
と
患
惟W
て
.ゐ.る
9,
固

ょ
ば
：此
の
.審

だ

靡

叫
ば̂

^ :
亂
» ;
ぽ

疆

き

。
^

ア
ンV

ド
ー
ロ
一
で
コ
ス
.に
i
つ

音
^

な
か
つ
た
ア
リ
.
Kh:
.テ
レ
ー
ス
の
多
數
犯
眞
の
奢
作
を
貪
有
ず
^
も
の
で
あ
る
こ
と
は
亊

 

然
し
な
が
^
、
アV

ル
リ
コ
. 

ン
.文
庳
の
鼠
體
に
就
い
て
荐.ふ
.る
の
時
、
«
の
中
に
は
又
、'
.正
^
^
.ら
ざ
る
?>
.
:の
社
も
包
免
ず
る
0
.虜
れ

な

し
<?
:
,
:
し

な

ぢ
^

•5-

に

は

M
り
ア
リ
ス
ト
テ
レ
丨
'ス
の
み
な
ら
^
、
，テ

オ

フ

ラ̂
ト

冬

反

认

其

の_
以
^
々
0-
著
.が
幾

参#
1;
1
ゐ

だ
0.
斯
く

の

如

き'.

徑
路
を
經
て
’
面
し
七
恐
ら
ぐ
ば
叉
他
が
徑
路
を
經
て
-
菩

ガ

に

霧

ぃ

を

!

ス

ボ

ょ

つ

て

述

作

せ

ら

れ
た
も
“
免/:

彼

れ
の
其

れ
.ど
同
1
'の
.題
闰
.に
就
き
、
同

--
*
.の
乾

激

を

议o
て
述
べ
た
他
ゆ
著
：者
の
弔
か
ら
，
 

區
別
す
る
が
爲
ぬ
佳
_

太

な

：る

祗

評

的

識

別

丸

と

#

重

な

る

鉱

度

と

虼

r
i;
に
於
い
て
^

*
せ
ら
^
へ
だ
^
義
か
ら
成
り
、
他
>の
^;
分
は
、.ア
y:
ろ
ト
ーア
い
1
ス
ー
自
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m

n
若
じ
く
は
彼
れ
o,
死

後

に

t\
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其
ね
弟
予
に
ょ
0

5
集

富

れ

た

_
々

な

，
る

年

代

か

敵

^

な
る
赃
序
に
於
い
て
成
立
.し

た

か

を

明

か

に

す

'る

こ

と

が

出

來

た

後
，に
於
い
て
、
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,リX
ト
.テ
-
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ス
の
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想
發
達
史
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め
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常
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構
成
せ
ら
る
、
$:
得
可
き
で
あ
るo

藤
き
に
揭
げ
た
•!>
.
*ル
ナ
ー
•
■̂
:
*1
ガ
！
の
¥

Aris

s*'
teles, 

G
n
m
d
l
e
g
u
n

的einer Gschichte

seiner
‘

w.n
t
w
i
d
d
u
n
g
v
v
1
9
2
3
.

は
失
は
れ
た
.る
著
作
<0
:
-斷
片
ば
ょ
^
、
3?
:
'豇
ら
に
重
要
杈
る
論
#
の
，分
析
5:
.通
匕
て
、
嚴
れ
等
1
も
，

.
の
V
.根
柢
に
於
い
て
發
達
過
程
の
#
ず
る
こ
.と
.を
，示
：す

を

以

づ
"て
其
の
主
耍
な
シ
目
的
と
ず
る
を
^;
で
あ
.ふ
6 
,
.彼
れ
0
著
は
菇
れ
ょ
.り 

以
前
に
，著
さ
れ
た
ア
リ
ス
i
ア
レ
ー
ズ
傅
を
驅
逐
し
て
之
れ
に
代
岑
も
の
'で
お
つ
七
、
ア
リ
ス
ト
一
ア
レ
ー
ス
硏
究
は
彼
れ
に
ょ
つ
.て
多 

大
な
る
進
歩
を
見
る
こ
と
が
出
來
だ
0
、而
し
て
デ
个
：ロ
ギ
フ
べ
0 ;
,
ネ
0味
^
及
び
：々

ィ
ヤ
 ̂

等

の

諸

學

者

も

亦

'
同

一

の

針

路 

を

迎

り
o

X
あ
る
の
で
あ
る
が
，
而
も
其
の
成
艰
'の
或
.る

も
0
は
_
ほ

係

攀

中0

<̂0
;
,

で

あ
0;
で
'
意

見
.の
こ
：
致

を

得る

に
 

は
長
き
論
爭
を
期
待
せ
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
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b
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4

ア
力
デ
メ
イ
ア
時
代
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
r

ス
が
其
の
師
ブ
ラ
ト
I
シ
te
;

_

' t

る
.關
係
に
就
い
て
•は
：、幾
#

の
物
語
が
行
は
.

れ
：：

て
ゐ
た
。
.

ア
リ
ス
K
テ
.レ
ー
ス
.は
：ブ

ラ

の

度

重

な

れ

る

不

在

.を
利

用

し.て
、學
園
內
に
於
け
るini

己
の
®
倒
的
勢
力
を
確
保
せ
ん

と
胄
め

、 

是
れ
が
爲
め
に
ブ
ラ
>.
.丨

％
:は
彼

れ

を

以

づ

て

忘

恩

の

：：徒

と

做

し

メ

之

れ

^
其
の
.
.母
^-
蹴

飛

ぼ

す'仔
馬
に
譬
：へ
た
，と
耷
ふ
が
如
き
ば
共 

の1

例
で
あ
る
o

î
o
g
s
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r
 V. 2

.

0
然
し
な
.が
ら
、
嚴
密
ヒ
檢
^;
ず
ル
ば(

、
這
般
0;
物
識
が
堪
な
る
ョ
タ
：話
に
過
ぎ
•ざ
る
'こ
.と

が

明 

か
と
&
る
で
あ
.ら
ぅ
0
'彼
：れ

が

其

の

：偉

太

な

を

恩

師

に

觀

0 :
'
乜
勝
甚
氟
る
敗
意
を
表
し
>
人
格
^
忙
之
れ
|€
傾
倒
.じ
.て 

彼
れ
が
ブ
ラ
ト
1
ン
の
死
に
茧
る
ま
で
|
.
1
+
^
間

ア

ヵ

デ

：
メ

彳

プ
^
滯

留

，3
て
敗
つ
た
と
袞
ふ
簡
單
な
る
事
實
^

ら
れ
る
と
思
ふ
O
V又
、
未
.だ
プ
ラ
ト
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\
學
園
の
若
き
學
徒
徒
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つ
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ア
卜
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^
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せ
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ソ
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ラ
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リ
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沧
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ソ
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^
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書
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は
共
の
師
が
ア
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'ス
ト
テ
¥
1
ス

0 ,
批

評
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'

受

け

た

的
を
以
.つ
て
ブ
-ラ
ト
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ン
を
攻.擊
し
^A

是
れ
比
由
つ
で
、
彼
れ
取
此
_
贫
時
ぬ
.取
に
プ
.ラ
.
.ト
1:
シ
學
園
の
'
:ー
員
と
#
做
さ
れ
、：少
く
と 

も
學
間
外
.，の
者
は
兩
'.者
間
：.の
.不
和
に
就
い
.て
何
事
.を
.も
.知
ら
.な
.：か
0:
.だ
.'%-
'
の
'と
觀
な
け
れ
'ば
^
•'らぬ
o
' 

.
ヶ
.フ
十 

'ド
.
.ロ
ス
.；の
手
に
成
.つ 

た
四
編
ょ
り
成
る
大
論
難
書
は
ア
ヵ
デ
メ
イ
ア
^
イ
ソ
ク
ラ
テ
ー
ス
寧
派
と
•の
對
抗
の
產
物
で
あ
つ
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー

ス
が
ブ
ラ 
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>丨
シ
擧
園
に
修
辭
學
.の
硏
究
•̂
導
.入
し
.
>
.
是

れ

：
に

由

；っ

で

：是

^

^
で
潜
伏
し
_て
居
.
0
:
だ
：兩
學
園
間
の
掊
抗
を
し
て
.俄
か
；に
.公
然
の
.も 

の
'た
ら
し
め
だ
時
代
.に
屬
す
る
も
の
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-

力
イ
ザ
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.：ア
：の
士
ゥ
.
セ
.
ビ
オ
ズ
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し
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ソ
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し
つ
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あ
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節
ち
ア
す

ス
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テ

レ
し
又)
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對
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論
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せ
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し
て
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て
彼
れ
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攻
擊
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欲
し
な
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つ
た
或
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即
ち
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ラ
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ー
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し
て
論
難
し
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と
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ア
リ
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テ
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！
ス
が
ア
力
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メ
イ
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於
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尊
し
た
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！
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は
ブ
ラ
ト
ー
ン
の
其
校
と
等
し
く
有
識
大
衆
を
自
的
と
し
て
著
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さ
れ
‘た
も
の
で
.あ
つ
て
、
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の
或
る
も
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は
其
の
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^

に
於
い
て
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^

容

に

於

い

で
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に
ブ
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1

ン
の
中
期
の
著
作
を
模
型
.と
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て
書
か
れ
た
觀
が
ぁ
右
。
他
の
或
る
も
の
に
.於
い
て
は
：刺
的
描
寫
法
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廢
£
せ
ら
れ
.

て
> 

.座
長
に
ょ
づ
て
提
出
せ
ら
'れ」

た
或
る
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目
に 
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い
て
連
續
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論
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は
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身
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概
括
ヤ
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後
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キ

ヶ
ぃ
ロ
，
に±'
;

づ

セ
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用

せ
ら
れ
た
新
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'
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嘗
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中
に
表
晛
せ
ら
れ
た
坐
死
0
概
念
を
禅
現
せ
し
め
て
ゐ
令
其
の
，鄕
土
キ
ュ
^
ネ
ス
か
ら
追
放
也
ら
れ
た
プ
ラ
.ト
ー
め
の
.弟
子
：で
‘

^
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ア
リ
ズ
ト
デ
：レ
1!
;
大
§.友
及
で
あ
つ
た
エ
'ゥ
デ

ー

モ

：
'ス
ゆ
テ
.ッ
ザ
リ
ア
を
旅
行
し
つ
。
教
つ
だ
際
に
琪
患
ー
に
罹
つ
セ
、
プ
产 

病
床
に
呻
吟
し
て
唐
，つ
だ
。
同
市
の
醫
師
等
が
匙
を
投
げ
た
睜
、
彼
れ
'の
_
,に
_
し
い
，若
人
が
現
れ
弋
、
彼
れ
は
^

^
故
<
金
快
ず
可
- 

き
こ
と
、
"其
ー
の
後
幾
許
な
ら
ず
し
で
ブ
-
ラ̂
不
の
僧
主
ア
レ
.
.ク
サ
'ン
^
ロ
；
ス
、
つ
ち‘
^
ぐ^
勺
&

は
其
の
死
に
逢
着
す
可
荽
而
し

. 

て
又
、
;/
!
-個
华
を
.經
過
せ
る
.き

土 

.ゥ
デ

：丨
：
モ
，

K
は

共
'の

鄕

國

ぬ

歸

る

妒

き
?:
:
:
tを
.彼
れ

、
に.約
し

た

。.第
'一
.及

び

第

二

の

預

言

は

速

か 

に
琪
®
と
瑪
つ
で
現
れ
、：
エ
ゥ
デ
ー
モ
ス
：は
其
の
健
康
を
：囘
復
し
、：'而
し
て
.其
の
後
幾
許
な
：ら
中
し
て
.偕
生
は
«
の
秦
(0
'
.兄
.弟
等
に
ょ 

つ
.て
、

. 一

j i

育

五

十

九

年

に

暗

殺

：せ

.ら
れ

た

。
：
而
も
是
れ
等
ー
の
も
ぬ

^
比

し

で

、
，此

：
の

亡

命

者

に

取

技

、

H

I
 

v
;t
熱
烈
で
.あ
つ
た
も
' 

の
は
、
五
個
年
.に
し
て
第
3
の
契
約
が
履
行
せ
ら
れ
、
.鄕
國
キ
ュ
プ
.
.ロス
.に
歸
還
-せ
ん
と
.ず
る
希
望
セ
あ
つ
た
0
當
時
”シ
.
.ュ
ラ
ク
ー
ず. 

.ィ
か

ら

追

放

也

ら

れ
.て
.雅
#
に
澈
往
し
セ
，ゐ
た
前
記
デ
ィ
.オ
'ン
.は
ナ
ヵ
デ
メ
.ィ
ア
の
拨
護
を
受
け
、
義
與
決
死
の
一
隊
を
集
め
、偕
主
デ
" 

ィ
オ
：

n

チ
：シ
.オ
.ス
.ニ
世
を
驅
遂
し
て
、
其
.
'の
都

市

を

釋

放

す

，る
：が

爲

め

；に

是

れ

等

の

入

ィ

の

'生
釦
を
賭
せ
ん
と
覺̂
^

 

ブ
ラ
：
 

ト
V

ン
は
彼
れ
の
企
'1
1

を
阻
止
し
た
の
で
あ
る
が
、
デ
ィ
オ
ン
が
實
現
せ
ん
と
し
つ
V
あ

る
%■
の

と

想

像

せ

ら

れ

た

ブ

ラ

ト

ー

ン
の
政 

治
的
理
想
.
.に
對
す
る
熱
心
■に
驅
ら
れ
て
，
若
き
哲
學
渚
の
或
る
衮
は
遠
怔
に
加
0
た
/0
是
れ
等
0
人
々
の
中
に
エ
ゥ
デ
1
モ

ス

，が

居

つ
. 

た
。
而
も
彼
れ
は
'シ
.
rフ)

ク

ー

サ
：ィ

市

外

に

於

け

る

交

戰

括

！

^

た

、
ぺ
そ
れ
は.恰
鹿
ー
ー
：
ー
百
：：五

十

&

^
の
.こ
”と
で

あ

つ

て

、
、
夢

ぬ

吿

げ

が 

あ
つ
て
か
ら
1
正
確
に
1

.年
を
«
攀

^
時
'1
?
.あ

つ

窄

斯

：く
の
，如

き

思

び

.も
掛
け
ぬ
夢
想
の
*
現

は

、
ザ

：ヵ
デ
メ
ハ
ィ
ア
に
於
い
セ
；は
、

： 

神
の
獠
言
し
た
所
の
も
の
は
、
M
魂
ぬ
現
1

鄕
丰
へ
.
.の
»

«
で
は
な
く
し
て
.、
其
の
“蓮

め

^

^
へ：

の
_,其

れ

を

意

味

す

る

も

の

と

解 

釋

言

れ

た

。
.
7リ
ス
：ト
テ「

レ
ー
ス
'は
、
.其
丼
の
.對
話
篇
っ
エ
包
プ
、丨
モ
.
'
£

•T
リ
ス
ト
テ
レ
1
'ス
め
/!
-涯
幺
其

0
政
治
规
論
.
. 
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三
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v
r
? 

'ド
、
テ
；
レ
，彳
X-
:の
^
稱

ズ

典0
败

#

理

論
 

：
5

21ニ
H
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?
:
:
:
$
_

の
セ
あ
：る
0
'
.
彼
れ
.は
神
自
身
が
其
ぬ
約
«
の
1
抒
に
よ
.ク
ヤ
駿
魂
.0
%
上
的
起
摩
及
^
^

滿
オ
る
ブ
:7
^

4
ン
擧
說
_
;の
，眞

迦

灰

確

證

汝

海

こ

4

4
霧

：が

爲

め

ぢ̂

,
:

(

文

的
,
身

〒

：-:
0
>
,み
へ
3
:名

禽
|{
:

.0
時

代

杧

於

い

七
^

r

一.形
^

^
着

做

さ
*
し(
て
、
；之
れ

金

實

體:i
觀

祆

而

^
て
.猶

ほ

未
^-
ィ

デ
.ア

學

變

^

1

^
居̂

：つ
た0
斯
く
め
如
令
は
偶
.々「

：

フ
ァ 

广^-
げ
ン
：

」

：*
諸
學
說
ガ
、
.：輿
の

：
作

家

に
.よ
.っ
そ
：拋
棄
せ

:&
れ

東

か
9
龙
證
®

る
可
名
^
の
で
あ
る
。

^
p
f 

i
>
n
c

，H
i
s
r

、

ブ
ラ
ト
！

ン
：の
逝
去
前
に
書
か
れ
た
著
作
中
フ
エ
：ゥ
デ

1

.モ
:̂」

杧

次

い

で

潇

耍

な

：
物

は

フ

ブ

ロ

>
:レ
ブ
；
ザ

コ

ス

」：(
n
p
o
T
P

吾

务

ン
 

で
-あ
る
o
此
の
書
は
ィ
ソ
ク
ラ
テ1
ス
に
よ
つ
，て
完
成
せ
ら
：れ
た
勸
*
、
、
即
ち
.を
で
g
、i

5
fc
t

9

キ̂

-^
フ

ロ

ス

の

君

主

テ

ミ 

'ソ
ン
，

(

.<1
>
£
/
^
|

)

に
宛
て
ら
れ
た
も0
で
，.あ
る
：0
'
:
ア
リ
太
：ド
テ
レ1

Kは
、1テ
：
？
ソ
：
ン
の
富
と
地
位
と
が
特
.に
彼
£
を
し
て
哲
學
的
土 

:

活
に
適
合
せ
；し
む
る.こ
：ど
：を
說

. い
：.

て
'ゐ
る
。
：；：
.ブ
ラ
：ト
；丨
：
^
の
見
解
：に
據
れ
ば̂

'人
親
に
援
助
を
與
ヤ
ん
こ
と
を
期
待
し
得

(

る
人
ん
：ほ
雕
だ
政
治
的
權
カ
を
取
.得
せ
'る
#
學
者
、
へ
若
し
く
ば
眞10
]
.目
に
哲
學
.に
其
の
身
を 

委
ね
た
國
王
、の'み
で
^
る
：
？
：
テ

、
、

/
yン
は
.ズ
：
カ̂
ズ
尤
7
_政
眷

學

を

實

：現

ず

る

舡

毫

：可
ぎ

 

を
し 

:て
、
其
の
生
涯
を
通
じ
て
、
實
際
的
改
革
の
事
業
か
ら
撤
退

.せ
し
め
ぷ
つ
そ&'
理
；の
宗
敎
的
靜
觀
签
要
忽
に
人
.
^
^

ず
る
_ア
.リ
X.
h 

レ̂
1
.ス
，の
同«
&'
示
.ず
も
の
^.
‘
る

,9
®
學
者
は
.實
際
生
：活.の
障
害
か
ら
：能
ふ
限
り
妨
-«
せ

ら

，
れ

な

.
い

や

ぅ

に

自

己 

を
守
ら
故
け
れ
ば
な&
ぬ
タ「

ブ
：1
1ト
レ
ブ
.チ
.コ
K
L-
-は
、
.現
^Q:

事
柄
に
餘
り.に
、深
4

ぎ
&

^
る

、
ビ

笔

る

こ

と

な

く

、

人

5
5の
迪

■る
.誤
れ
る
足
跡
を
傅
つ
て
'其
の
路
を
踏
み
：錯
.ク
.と

<?
-
;(0
取
い
や
ぅ
に
吾
^

の
.復
歸

を

妨

ぐ

る

亡

過

ぎ

：な

い

，

我

れ

等

'<
0
唯
斤
の
發
3
:、_

れ

等
.が

普

^

れ

等

.0

.鄕
出
に
.復
歸
し
得
る
こ
と
で
な
け
れ
ー
ば
登
ぬ
：0
.
.
我
れ
等
柱
服
理
；產

求

.1
:

>
1)
4
允
之 

,れ
ば
、
全
然
生
命
を
絕
つ
；可
き
で
あ
る
0
蓋
し
爾
餘
織
べ
て
の
も
.の
は
愚
擧
と
冗
|戸
に
過
^
^

.pp.'cit. ，
p,72,.'l> 2
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.°.
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V
:
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'■ 

'
:.-.て
:-
;
.
.
*
.
-
:

パ
'

.

:

.

:

::

長
.
<恩
師
め
下
.'
|
:去
：る
.
.に
忍
び
.な
か
つ
;^
ア

リ

ス

ト

テ

：レ

ー

ズ

は

、

'
.
:
ブ
.タ
ト

ー

シ̂

西

紀

前

三

百

四

十

八

丨

七

年

を

以

つ

：
て 

、
を

辭

し

、

與

の
#1
ス
^
ゥ
シ
ッ
^
次(

智

暑

_

汽)

が

:

し
.て
、
ト
ロ
ア
に
於
け
る

，アソ
：.ス
.
.の
町

、
に

移
0
た
0
:彼
れ
.は

：恐.ち

く

：
ス
^

^
尊

：
ポ

：
ス
'
を

以

0
:て
；學
園
を
指
道
す
可
き
最
適
衬
と
考

へ 

:
_る
こ
孟
出
來
な
か
つ
た
.の
：
で:$
>

|

0

.ア
リ
ス
ト
テ
レ
A

の
雅
典
退
出
を
以
つ
て
其
の
師
ブ「

ラ
ト
の
死
と
は
全
然
何
等
の
關 

,
係
な
^
<、
：西
紀
前
1
1

i

百
四
十
A
年
也
於
け
ぶ
オ
リ
ュ
ン
,>
ス

.(
0
陷
落
士
；
,^
れ
に
由
；'0
,て
雅
典
：に
：生
じ
炎
フ
ィ
リ
ッ
ポ
ス
k
.對
す

る

：恐

怖 

‘
..
.
.
：
.
と

'#
^
と
：
に.ょ
.：
つ
....て

炉

意
.せ
，ら
.れ
.た
.
,^
の
^
あ

る
.'と
.
主

藤

オ
^
學

者
.が
.存
し
_て
ゐ
.'る.
0ヾ(

名

巨
^
日

oncken,

--..Die 

げ
Ho»
fx
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Aris—
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u

m
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*
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'
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A
r
i
l
l
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)

;:
0
然
し
な
;^
ら
^
れ
が
雅
典
秦
る
に
臨
ル
^
ノ
其
の
同
;^
に
し
て
、
^
笫
ス
ぺ
ゃ 

一.

十
五
年
間
ア
ヵ 

し
ダ
メ
イ
.ァ
1
主
摩
^
た
汐
.セ
ノ
.ク
1ク
テ
/:
1
ス( ：督

0,

量

r<s
c〕

;i
行
を
.共
.に
：し
た
と
1衣
上
車
鈍
な
事
實
は
、
^
.ー
フ
ト
3

ニ 
土 

C
1
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ァ

リ
.ス

ト
'テ

>
1
:
-
ス

>-
>
业
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4
辨

の

锻

洧

理

：論

ぜ

 

h

ハ

' 

a

三

三
'四)

眞
因
.た
冬
こ
i

t
確
證
す
.る
も
'の
で
あ
る
。
：ア
'リ
：ス
；ト
テ
.レ
：
;1
'ス
;4
:
.ク
灰
ノ
ク
ラ
チ
 ̂

の

門

下

に

在

つ

て

好

.箇
の 

.
對
照
を
成
し
て
®
っ
た
。
ク
ノ
ク
ラ
テ
.丨
，ネ
は
_

鈍
重
.で
«>
.っ
そ 

> 
ブ
ラ
.ト
ー
ン
は
*

の
非
凡
の
太
才
を
練
磨
ず
る
が
爲
め
に
多 

大
な
る
^
力
.を
行
つ
た
。
彼
れ
.は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
.-
1

ス
'を
呼
ぶ
に
#
革
を
.必
要
と
へ
す
る
1?
-馬
を
以
つ
て
し
、
ク

セ

ノ
ク
ラ
テ
ーK

を
稱
. 

す
る
に•

拍
軍
を
耍
す
る
遲
鈍
な
る
驢
馬
を
取
っ
て
し
た
と
傳
ネ
ら
れ
七
ゐ
る
。
後
、
ス
。へ
ゥ
：1シ
：ッ
ポ

-x
が
ア
.
ヵ

デ

メ

ィ

ア

を

主

宰

す 

:る
.こ
.と
僅

か

：に/\
衙

啤

に
^:
て

死

し

、“ク
セ
ノ
ク
ラ
テ
、：

ス
：が
是
れ
に
.由
つ
^

^

七̂
爲
.つ
た
.地
位
を
：襲
つ
た
時
*
ア
：リ
ス
.
.ト
テ
レ
1 

ス
，
は

洱

び

不

快
(0
.感

を
|
它

得

な

か

っ

た

で

あ

ら

：ぅ

。

- 

, 

_
 

■

雅
典
を
去
っ
た
ア
リ
ス
ト
ー
ア
，
レ

.
1
ス
が
ク
セ
ノ
ク
ラ
テ
ー
，ス
と
共
に
其
の
勞
作
の
新
た
な
る
舞
毫
と
し
，て
選
ん
だ
：ア
ソ
ス
市
は
ア
ク 

ル
ネ
オ
ス
と
共
に
輿
制
栽
主
へ
ル
ミ
：ア
ス
^

%

^

:

)

に

ょ

っ

て

支

配.せ
.ら
れ

：て.ゐ
た

。

へ

ル

ミ

ァ

ス

は

幼

年

の

頃

肉

體

的

に

傷

け

ら

.
：、
 

れ
た
_
人
で
：あ
,0
,て
、

ゥ

ブ1
ロ
ス
x
m
^
0
&
0
3
i
稱

す

る

ナ

；ソ
ス
の
：前

尊

制

君

主

0
奴
隸
で
あ
り
、‘
又

双

め

銀

行

の

勘

定

^

に 

兩
替
人
と
し
て
使
傭
せ
ら
れ
た
と
も
傅
べ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
遂
に
首
尾
ょ
くH

ゥ
ブ
ー
ロ
ス
の
至
上
1§
を
$
け
繼
ぎ
、
確

く

强

く

是

れ
 

等
の
'都
市
を
支
配
す
：る
に
連
つ
た
。
彼
れ
は
ブ
ラ

ト

ー
ン
と
は
個
人
的
に
相
識
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
又一

一
人
の
ブ
ラ
ト 

1.

ン
敕
學
者
、
ス
ヶ
ブ
シ
ス.

Q

エ
ラ
ス
ト
：

ス
：：(

へ^§
roc )

及
び
コ

リ

ス
へ
コ
ス
ー

(

^

0
§̂
0

と̂
親
交
が
あ
っ
た
:0:

是
れ
等
の
兩
若
は
久 

し
く
ア
ヵ
デ
メ 

■ィ
ア
の
：生

活

そ

舞

っ

た

後

、

.

.其
の

鄕

市

ネ

ヶ

ブ

欢

ス

：ヒ

歸

^
た

名
^

ひ

は

教

主0
獮

問

若

し

く

は

指

縛

者

と

：
し

て

--
>::

或

ひ

.
：
は

共

產
.主
.
«著

及

が

璧

織

者

と

：し

そ

他

：

'€
>
地
.に
^

て̂

行

っ

た

士

同

：じ

く

、 

ア
カ
ン

k

 
メ

イ

ア

に̂

ぃ

て

揭

喝

せ

ら

れ

た

種
>
な
る
政
治
的
改
革
を

.

.ろ
ケ

プ

「

シ
"
：
.ス

迄

 

の

な

卜

所

で

あ

ら

ぅ

。
.多

分
プ

f
 
J 
y
は
是
れ
ー
等
ー;1
逢

の「

雙

し

へ
.，

ミ

ア

ス

と

の

翻

：
に

交

著

成

立

せ

も

め

ん

桌

し

た

交

の

で

I

 

ぅ

。
‘遨
L
プ
ラ
ト

ー

ン
は
是
#
專
栩
_
維
の
為
貴
在
る
.

1
贪

揮

め

て

社

，ゐ
る
が
：ノ

而

名

彼

れ

：は

彼

れ

等

が

幾

分

空

.理に
走
れ
る
學
究
■ 

た
る
ヒ
-

u

を
惧
装
が
爲
兑
で
ネ

る
o
-:
:ブ
ラ

ト
'.
]
;ン
：は
是
れ
等
の
髮
啦
會
浍
す
名
每
に
、
相
弗
に
自
i

:發
し
た
；
s

 (

即
ち
エ

ラ
‘ 

ス
小
ス
'及
び
^
リ
.ス
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，
彼
炝
が
捃
問
の
苦
に
餐
へ
'
.嫩
权
て
、
錄
が
て
フ
ィ
リ
ッ
ボ
ス
o
密
計
を 

l
i
l
t

の
丁
に
歡
^
せ
し
め
.
而
し
て
波
.
を̂
し
.で
^'
ん
.
.で
雅
典
と
同
慨
を
締
結
す
る
に
至
.ら
し
め
ん
こ
.と
を
思
ふ
.て
说
.に
入
つ
、た
の
で 

あ
る
。(

D
e
m
o
s
t
h
e
n
e
s
-

o
s
i
l
,
'
.
x
'
3
1
,

)

o (

愛
に
揭
げ
だ
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
の
三 

ス
第
十 

1

演
說」

即
ち
.一

般
に「

反
フ
ィ
リ
ッ
ボ
ス
第
四
演
說」

产Ka
x
k
o
c
v
t
n
r
t
m b

y
o
q

6

と
し
て
知
ら
る
X
も
の
は
、
ヮ
ル
ケ
ネ
ー
ル 

(
L
o
d
e
w
y
k

 

K
w
s
p
a
r

 Valckenaer, 

or. 

D
e

 Phil., 

P
.
2
5
P

)

、
ヴ
オ
ル
フ(Friedrich. A

u
:
s
s
t

 

wolf. A
d

 Demosthenis 

Leptinea 

Frole

oq., 

3
9
, 

p
.
I
X
)

及
び
べ
ッ
ヵ
ー(

名

|

3

>&.
0

^

£

6

|

0

等
に
：ょ
，つ
-€
?
'
眞
の
4

モ
.ス
テ
ネ
ス
の
.演
說
と
認
め
ら
れ
な
か 

つ
た
が
、
而
も
今
，や
、新
た
に
發
見
せ
ら
れ
た
前
記
デ
ィ
デ
ュ
モ
ス
に
由
つ
て
、
#
び

眞

.1
1
£の
も
の
と
し
て
承
認
せ
ら
る
、
に
至
つ
た)

0 

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
が
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
師
傅
と
し
て
、
.
マ
ケ
F 

5
ー
ア
の
宮
延
に
入
つ
た
時
に
は
、
彼
れ
は
旣
忙
主
と
し
て 

老
功
な
る
政
治
家
へ
ル
ミ
ア
ス
の
感
化
に
ょ
つ
で
ブ
ラ
ト
ー
ン
の
倫
理
的
急
進
主
義
•か
ら
、
叉
彼
れ
の
理
想
的
國
家
.に
關
す
る
思
辨
，か 

ら
、
實
際
政
策
に
向
つ
て
漸
次
に
移
動
し
つ
\
あ
つ
■た
(O
'
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
,3
ス
に
說
ぐ
に
、
彼
れ 

の「

政
治
學」

の
最
击
が
部
分
中
に
傲
存
せ
ら
る
、
が
如
き
プ
ラ
ト
ー
ン
的
‘小
市
邦
の
理
»
ぞ
似
づ
て
し
だ
の
で
は
な
い(

縱
令
ひ
、
斯
く 

の
如
き
理
想
は
形
式
上
依
然
自
治
的
な
る
希
臘
諸
狀
邦
に
取
つ
で
は
猶
ほ
其
が
®
敷
_
ぞ
有
し
、
叉
彼
れ
ば
彼
れ
が
共
の
後
；.
雅
典
に

ア
リ
ス
ト
テ
レ
-
ス
の
也
涯V

其
© ;
:

故
沿
—
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ア
9
ス
ト
テ
レ
1
ス.の
坐
涯
«
其
の
政
治
理
’諭

5
1
、

a

H
叫
0)

於
い
’て
講
義
を
行
つ
た
際
‘に
は
神
び
之
を
承
認
し
だ
と
は
言
へ)

。

彼
，れ
ば
彼
れ
’が
#:
職
に
‘於
け
る
指
導
‘的
國
家
、
當
時
の
‘歐

羅

巴

'
に 

於
け
る
最
有
カ
&
2,
'
:主
國
.佌
_
の
_
念
を
陶
冶
.し
つ
レ
^
つ
た
こ
と
、
並
.び
に
彼
れ
攸
亂
時
に
フ
ィ
リ
ッ
.ボ
ス
と
：へ
.ル
ミ
プ
ス
と
の
間 

の
外
交
的
鎚
现
で
あ
つ
た
こ
ぶ
ゼ
熟
知
^
て
居
0
.た
0
.
"
べ
、ル
ミ
ア
ス
の
^
は
總
ベV

の
：物
に
對
し
て
豫
紐
せ
ら
れ
な
か
づ
た
g

M
を
與
. 

へ
た
0
然
し
啟
が
ら
斯
く
0,
如
ぐ
し
ね
破
壞
せ
ら
れ
た
連
领
の
反
波
斯
的
情
操
は
ー
ア
リ
.又
ト
テ
，レ
ー
ス
(0
情
緖
的
生
活
0
一
 
V部
と
爲 

つ
た
、
而
じ
て
興
の
線
園
氣
の
％

に
ア
.レ
タ
ザ
ン
ド
ロ
ス
は
成
長
し
た
の
で
あ
る
。
ィ
ュ
ー
ガ
ー
は
斯
く
の
如
く
に
說
い
て
ゐ
る
。(Jae-

?
 

p
. 

o
.
. ̂
^
3
0

ア
リ
ス
ト
ー
ア
レ
ー
ス
は
r
ィ
リ
ッ
サ
ス
及
び
ア
レ
ク
サ
ン
ド
口
ス
が
信
賴
と
寵
遇
；と
を
受
け
て
、
主
と
し
て
マ
ケ
ド 

一

I

ア
に
滯
在
し
、 

時

折

雅

美

を

訪

れ

.、
'
又

フ

ィ

リ

ッ

ポ

X
,

の
宵
廷
に
於
い
て
雅
典
人
に
對
し
て
v
.5 2
::

(o
:

外
交
的
勤
務
を
致
し
た
る
の
觀

が

ある
.。
彼
れ
は 

又
此
の
有
カ
な
る
地
位
に
杻
0
て
其
0
出

生

：の

观

を

忘

る
^
こ
と
な
ぐ
、
西
紀
前
三
：百
四
十
九
年
ょ
り
同
七
牟
に
苴
れ
る
オ
リ
ユ
ン
ト 

ス
*
役
の
間
に
フ
ィ
リ
ッ
ポ
ス
に
ょ
づ
セ
占
領
せ
ら
^
破
壞
せ
ら
れ
た
幾
多
の
希
職
都
市
の
中
に
在
づ
た
彼
れ
の
故
鄕
又
タ
ゲ
ィ
卩
ス 

に
於
い
て
敷
.干
の
-時
を
費
し
た
こ
と
'
V想
像
也
ら
‘れ
る
。

フ
ァ
レ
1
レ
ウ
.ス
の
.デ
メ
ト
リ
オ
ス
2
<s
5;
-3
-
;
o
c

 

0
p
l
r
l
l
/l
ノ
の
名
に
ょ 

つ
.て
傅
は
る
.雄
辯
術
‘.に
關
ず
る
論
篇
Q

/

t(E

環

2
1
3

中
ft
於
.け
.る
彼
れ
(0
« :
翰
か
ら
抄
出
せ
&-
れ
た「

余
は
’火
王
の
爲
め
に
雅 

典

ょ

り

ス

タ

ゲ

ィ

ラ
^
赴

き

、
ぺ
又
大
寒
0
爲
め
.に
雅
爽
か
^
ス
.タ
ゲ
ィ
免
ぬ
赴
い
だ
し
.と
考
ふ
辭
句
，は
此
の
時
代
の
>
リ
ス
ト
テ
レ
1 

ス
の
，生
涯
に
關
ず
る
も
の
で
.あ
る
と
^

w
1
ト
.は
說
'い
て
か
る
o
'
 

(itiid., 

s, 

2
9 ; 

Frag. 

669, 

R
o
s
e

 ; 

Grote, 

o
p
.

G.
t
v vo

l
.

r 

p. 

S; 

o

o而
も
此
0
»:
翰
の
鹿
僞
掂
極
0
て
疑
呔
じ
'ぃ
釔
の
と
ざ
れ
て
^
石
々
_

し
:̂
、
補
說
は
*
彼
れ
が
以
0
て
プ
ラ
.ト
ー
ン
ぶ

死
後
か
ら
齡
五
十
に
し
て
リ
：ユ
。ケ
.
イ
オ
ン 

'.
を
新
設
す
^
、
に

至

る

ま

で

、

.雅
典
の
地
.を
踏
む
..と.と
&
か
り
し
も
の
，.と
做
し
て
ゐ
.る
。
ァ 

リ
ス
ト
；
テ'レ
，：丨
ス
：
は

フ

ィ

リ

ッ

：

.ボ
ス
：
の.許
可
と
萎
衡
と
を
受
け
.て
同
市
の
.搏
興
を
棺
撖
す
る
.が
樣
め
に
壊
ん
.ス
タ
ゲ
<
ロ
ス
を
訪
れ
. 

■た
0
”，彼

れ

ぼ

四

散

せ

る

俅

民

痄

し

て

復

歸

せ

る

者

及

び

®

^
者
^
對

し

て.章

程

を

設

±
>
、
：
若

じ

く

ゆ

法

律

を

起

草

し

た

と

稱

せ

ら

れ

て 

ゐ

る
o
:彼
れ

の

：種
'々.,
な
：.る
敵
手
一
は
彼
れ
に
'默
し

てi

^
s:
.企

て
-,
"

彼 

而
し
て
呀
市
の
.完
全
な
.る
、更
新
を 

阻
害
し
た
。
；然
も
彼
れ
の
.功
勞
、は
齊
ぐ
癆
認
也
^

_
て
、
、_之
れ
を
記
念
す
る
が
爲
^
に
年
々
.
霖

が

擧

行

也

ら

る

、
こ
i
、
爲

つ

た

。 

f A
m
m
o
n
i
u
s
'

:<it.;Ariwtot.)

;o.  

;
.■

■.
 

:

ン
衡
：ほX
ル
.！
タ
ル「

ホ
ス
"
G

m8.
r還

0

0

記̂

ず

所

に

據

れ

％

」

.ブ

ィ

P
爲

め

：に
、

：

校

舍

及

び

：居

住

と

し

で

王

^:
■
&
€>
■
«
、、>
エ
#
ぬ
抵
ぎ
'き
ユ
.

フ̂
> 
イ
の
.神
殴
及
汉
®
を
指
定
し
た
、
命
し
て
其
處
•に
は
. 

ブ
ル
ー
タ
，ル
ホ
ス
，の」

時
代
に
至
る
も
：猶
ほ
、：

T:
リ

ス

ト

尹

：レ
|
ス
0
座

し

だ

處

吩

腰

掛

や

、

#

れ
が
&
遙
ず
る
(0
習
ひ
で
あ
つ
だ
木
蔭

•

t̂f
e

^

M

^

M

^

^
co
s

^
fc

ff
i

^

^
it
^

^

^

ts-
^

e

t

f

^
s'
^

^

^

&

^

^

^

A

C

L

^

於
い
て
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
と
ア
レ
グ
サ
ン
ド
ロ
ス
と
：は
唯
一
の
師
匠
ど唯

：.

一
の
弟
子
で
は
な
く
し
て
、

一
は
敎
授
團
の
首
班
，で
あ 

か
、
ン
他
は
最
高
の
^

^
ド

ー

ー

ブ

の

貴

族

ー

響

私

ら

拔

擢

ぜ

ら

れ

た

學

友

等

に

ょ

づ

て

目

_
せ
ら
れ
て
居
つ
た
の
必
あ
ら
ぅ
。(theodor 

Gomperz, .Greek T
M
n
k
e
r
s
'
A
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K

fネ
S

:
.
?
其
.

の
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政
^
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 ̂

f

o
IH.
pr
:
5 

る
希
®

&tl
會

不

宏

」

九

八

頁

：霞
^

ア
リ
_ス
ト
'テ
“
ム

^
吖

繁

せ

る

歧

の

安

靠

附

_

:學
園
は
、
是
れ
緣
故
ぽ
：子
弟

 ̂

ff
す

る

が

爲

め

に

：
？

ィ

I

#

ス
ぜ 

ぃ
%

肺
し
て
此
處
■

管

=

れ
た
實
動
政
泡

■

■
比
、 

恐
ら
く
，
マ
.ヶ
.ト
1
T
‘
の
'亥
®
下
に
.於

け

る

の

銃

i

i
政
治
的g:

統
' 一
せ

ら

，れ‘た
希
臘
の
諸
力
を
以
て
す
る
金
世
1
の
支
配
を
主 

張
す
；る
^;
^
で
あ
つ
：た
.こ
と

と

寒

へ

：̂

較

每

 

ノ
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v
v
,
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七

，
：
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V
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'這
筒
ア
I

:
ト
6
レ

其

の

：_

め

如

ち

所

離

感

時

代

匕

於

.い
て
，

彼
れ
は
猶
ほ
'自
己
を
呼
ぶ
に
ブ
ラ
ト
丨
ン
_

 

'者
を
以
つ
て
し
て
ゐ
る
0
然
し
.な
が
ら
彼
れ
S

S

擧
園
I

s

と

茗

#:
1

身
.の
藥
說
I

菜
化
せ
i

 

本

來

彼

れ

の

：精

神

は

.
K

I

1ン
.の
.晚

年

に

龄

げ

，
る

神

秘

的

：
理

想

主

義

を

承

認

.す

.る
が
爲
岭
に
は
餘
々
に
精
確
で
餘
り
に

P
遨 

P

て
あ
づ
た
.
而
し
.て

彼

れ

は

先

笫

に

典

，の
：

.師

の
_

か

螽

れ

：、
，又

煺

々

之

れ

ど

相

窬

れ

ざ

る

彼

.れ

自

身

の

脅

擧

の

體

系

を

發

達 

せ

し

め

つ

、

あ
.
つ

た

の

I

る
。
斯
く
の
如
き
發
達
'の
先
頭
に
立
つ
.も
の
は
、
ア
ソ
ス
K
於
け
る
學
園
の
綱
領
と
推
定
せ
ら
る
'
も
の
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.
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 ̂
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西
紀
财T

l
t
l
l
!

十
六
ザ
を
以
.つv

て
、
ア
レ
.ク
サ
.；

V

ド
，'ロ
ス
は
一
マ
ケ
f
ラ
ア
墓 

而
1>
-
で
波
斯
を
初
め
と
し
て
、
他
の

.旣
知
朱
知
諸
入
民
の
徙
概
霞
的
と
寒
彼
れ
篇
犬
な
：慕

策

は

、
軍
事
的
及
び
帝
國
的
作
業
以
外Q.

も

.の

に

對

し

て

は

何

等

の

餘

暇
f

彼
れ
に
殘
さ
な
か
つ
た
9
三
百
■三
十
.五
丨g

年
、
ア
ル
ネ
ト
テ
レ
、
；

K
は

齡

五

十

巴

■

典
に
歸
つ
た
P 

.
曾
つ
で
彼
れ
.の
學
. 

ん
だ
ア
力
テ
メ
ィ
ア
で
は
、
ク
セ
ノ
ク
ラ
テ
.丨
ス
：が
三
，百
三
十
九
年
に
ス
ベ
ゥ
シ
，
ッ
ポ
ス
の
'後

を

繼

'い

で

學

頭

と

爲

つ

て

ゐ

た

°
ア
V
ス

^ ® 2 E l .....
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典
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ア
ボ
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*
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ユ
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イ
オ
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/
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氐
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0
の
神
殿
に
咐
屬
贫
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體
育
館
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行
廊
に
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い
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.

對
抗
的
新
學
校
を
設
立
し
た
。
斯
く
て
叉
、
此
の
學
校
は
リ
ユ
.ゲ
イ
オ
ン(

」

ぎ
§
る
と
稱
.せ
ら
'る
、
に
至
つ
た
。
此
の
神
苑
は
賢
人
隱 

-#
.の
好
ん
で
訪
れ
た
場
所
で
あ
つ
た
。
今
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
と
其
の
，學
徒
と
，は
哲
學
を
論
じ
^
が
ら
北
a
木
.暗
•き
散
歩
道
：9

1

-

Jraro

へ〕

を
逍
遙
し
た
。
爱
に「

逍
遙
學
派」(

3
^
§
3
"
へ§
o
の
•名
は
生
じ
た
。YCicero, 

Academicae 

Quaestiones, 

i.
'
4
.

)
6 

.

.■ 

'

多
數
の
書
籍
、
圖
而
並
び
に
參
考
物
品
は
普
く
蒐
集
せ
ら
れ
た
。
彼
れ
ば
朝
に
ば
髙
等
だ
る
裂
徒
^-
り
成
る
內
部
の
集
團
の
爲
め
に 

玄
妙
難
解
に
し
て
轿
舉
的
な
る
論
議
9
、
-§
^

^

^

)

を
行
ひ
、
而
し
て
夕
に
比
學
陴
を
愛
好
す
る
公
衆
の
一
般
團
體
の
爲
め
に
美
辭
法
、

辯
證
法
及
び
政
治
學
的
知
識
に
關
す
る
通
俗
的
講
話(

^
§
-§
,̂
^
を
行
つ
た
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其
の
外
に
テ
オ
フ
ラ
ス
ト
ス
及
びH

ゥ
デ
ー
モ
ス
等
の
如
き
先
眾
學
徒
の
講
義
が
あ
つ
た
。
彼
れ
は
又
、
前
期
に
於
け
る
著
述
を
訂
IE 

增
補
し
、精
細
な
.る
調
喪
を
起
し
た
。
彼
れ
は
早
く
か
ら
し
て
人
敝
及
、び
！T

然
の
節
臾
に
關
ず
る
事
實
の
1:
集
、動
植
鑛
物
に
關
す
る
記 

述
、
ネ
リ
ユ
ム
ビ
ア
競
技(

あ

会

ぞ
I

)

に
次
ぐ
重
要
な
る
希g

の
國
民
的
祭
典
た
る
ビ
ユ
チ
ィ
ア
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3

及
び
雅
典
人
の 

デ
ィ
オ
ー1

ユ
シ
イ
ア
■

双
マ
w 

t
b
a
s
に
於
け
る
優
勝
盏
名
簿
の
年
表
に
對
す
る
資
料
、I

百
五
十
八
憲
法
の
砾
究
並
び
に
無
數 

の
獨
立
小
記
錄
を
蓄
積
す
る
こ
と
に
努
め
：た
。
彼
れ
は
洵
に
觀
察
及
ぴ
記
述
の
新
科
學
の
創
始
者
た
る
地
位
を
有
す
を
も
の
で
耖
る
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希
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法
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五
十
八
の
策

傲
が
喪
は
れ
て
今
日
に
傅
ら
な
い
こ
と
は

非
常
な
る
損
失
で
あ
る
と1K

は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o
nt
だ
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體
に
M -
ず
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一
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規
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彼
れ
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^
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三
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館
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拨
助
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に
ケ
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ヤ
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刊
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cれ

切

め

て
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の

幸

福
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;彼
れ
.の
門
に
學
ぶ
象
0
數
は
急
速
に
增
加
し
；

リ
ス
：ト
テ
'レ
ー
ん
は
自
ら
筆
$:
執
っ
ゼ
飮
酒
に
關
す
る
規
1
务

0

'§
/

§̂

§9 

及
び
寒
樂
に
關
す
る
其
れ
d

ア
ざ
I

r

l

o

b
貧
す
：る
の
必
要
に
驅
ら
れ
、
又
狄
序
を
推
持
す
る
が
爲
め
に
十
日
@:
に
彼
れ
等
ひ 

中
か
ら
主
宰
容
を
於
選
す
る
こ
ど
を
彼
れ
事
：に
求
む
る
を
以
っ
て
便
宜
と
見
る
に
至
っ
た
、V

Mし
て
斯
ぐ
の
如
き
は
旣
に
ク
セ
ス
グ
ラ 

テ

1
ス
が
ア
力
.デ
メ
や
ア
に
於
い
て
行
へ
る
所
の
も
か
で
ぁ
な
た
o(

o
i
o
g
e
n
.
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ア
レ
グ
サ
ン
ド
.口
.ス
が
Is
細

ji
g
遠
征
ゆ
途
に
着
い
た
時
'
彼
れ
0,
# :
.

を
受
け
て
'マ
ケ
ドi

r
K

及
び
希
戰
を
統
治
し
た
も
の
は
、
彼
れ 

の
將
軍
ア
ン
チ
ィ
•ハ
.ト
ロ
ス(

，u

o

o)

贫

が
.っ
た
0
'彼
れ
比
ナ
9,
ス
ト
テ
レ
：V
ス
の
親
友
で
ぁ
っ
て
、
雅
典
市
に
於
け
る
居
®
 

外

人

た

：る

彼

れ

は

、

.チ

^
チ
ィ
，
ド
ロ
ズ
か
が
有
か
於
る
傲
護
ど
受
け
て
其
の
：講
_
と
桃
究
ど
を
續
ぐ
る
こ
と
が
出
來
だ
？
ア
リ
ス
ト 

一

K
’

レ
ー
ス
が

雅
典
，に
於
い
て
公
賴
忙
容
喙
.ず
<る
あ
卜
«
ん
於
0
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
.ス
.
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5
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寧
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松
於
骓
_
の
衝
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に
康
ざ
.る
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へ
直
1

れ
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因
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釋
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雅
典
に
於
け
る
マ

'
ヶ

ド

-
ァ

黨
は
特
に
富
^

級̂
の
；
間

に

有

カ

：：で

ぁ

0'
た
0
^:
民
1:
は
屢
々
：土
祂
分
割
、
債
務
解
除
伤
蟛
聲
1
11
げ

た
。
鄭
女
と
し
や
襲
來
せ
ふ
社
會
革
命
の
务
職
^

^-
‘に
當
時
に
於
げ
る
有
齡
徵
級
を
し
て
、
現
#
制
度
の
圖
士
と
し
て
マ
ケ
ド
ニ
ア
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ぬ
依
輕
す
を
ぬ
.至
ら
し
办
た
1政
因
で
あ
る
。
桃
れ
等
(0
:
多
數
に
取
っ
.て
：は
< 
一
欠
ド
ー
1
ブ
は
久
し
く
、"法
と
秩
序
0
自
然
的
藩
屛
た 

夺

の

觀

が

あ

っ

た

。
：

(

前
揭
拙
稿
マ
l
vr
'

M)

。
國
民
主
義
者
に
脱
っ
て
比
、
テ
モ
ス
テ
：ネ
ス
：と
ア
ィ
ス
ヒ
'、不

A
A
Q-
X
J
3
と
の
間
に 

行
は
れ
た
や
ぅ
な
論
歌
を
演
じ
て
之
れ
に
打
ち
勝
ち
、
斯
く
て
又
、
'風
衆
^

#
く

彼

れ

，等
の
敗
龙
た
ら
し
む
ー
る
こ
と
が
猶
ほ
容
易
で
あ 

つ
た
。」

然
し
な
が
ら
、
.彼
れ
等
は
マ
‘ケ
K'
-
一一
 

ア
以
.

ほ
對
し
て
は
無
力
で
あ
^
、
叉
.、
最
早
敎
養
あ
る
人
々
の
支
持
を
受
く
る
こ
と 

が
出
來
啟
い
や
ぅ
に
な
.つ
た
。
デ
モ
ス
テ
.ネ
ス
の
#R

が
失
敗
に
.歸
し
た
こ
と
は
主
,？
:
し
て
是
れ
難
の
人
々
.の
冷
淡
に
基
く
も
の
で
あ 

る
。
知
識
社
會
に
取
0
て
は
、

直

接

に

マ

ケ

ド

•一一

 

ア
政
府
と
緣
收
あ
/る
學
派
の
.精
神

的

援

肋

を

受

ぐ

る

こ

：と
.が

判

然

た

る

利

益

セ

あ

っ 

た
。

團
敎
W;
J1
:
:に
於i

る
此
の
學
派
の
影
響
は
、
.何
务
和
の
_
治
的
_
領
^

|
じ

：
て

ょ

り?)
'
:
、

.
寧

ろ

彼

れ

等

が

暗

默

に

行

へ

る

デ
 

モ
X
テ
ネ
ス
•流
の
画
民
主
義
排
斥
を
通
匕
て
作
用
し
だ
o'
で
あ
.る
？
ア
リ
ス
ト
ー
ア
レ
]^
ス
は
固
ょ
.り
ア
ィ
：：ス
ヒ
ネ
ス
：及
び
其
の
黨
與
の 

爲
し
た
如
く
'
デ

モ

ス

テ

、不
ス
^
以
つ
て
ハ
ィ
ロ
ネ
ィ
ポ
o'
戰
役
に
對
し
て
貴
任
あ
る
も
の
と
思
惟
す
る
ほ
ど
短
見
セ
は
な
か
っ
た
。 

デ
モ
ス
テ
ネ
ス
ぬ
赃
す
る
彼
れ
の
保
存
也
ら
れ
て
ゐ
る
_

一
 

の
|日
は
'斯
く
の
如
き
見
解
を
排
斥
す
る
。
然
し
な
が
らEg ,

れ
を
以
つ
て
直 

ち
む
彼
れ
が
チ
モ
ス
デ
ネ
ス
-の
態
度
に
對
し
て
徵
分
办
於
き
匕
有
し
て
居
つ
た
も
び
と
想
餐
ヤ
る
こ
と
は
出
來
な
ぃ
。
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
. 

及
び
國
民
电
義
者
ば
ア
ト
ス
ト
ー
ア

.レ
、.
1ス
"學
堂
を
以
ダ
て
マ
ケ
.ド
一
一
ア
.の
機
密
探
偵
局
：と
#,
倣
し
た
o
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:唯
だ
彼
れ
は
其
.の
.轫
デ
モ
ハ
レ
' 
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>

^
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}
S0.
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|
六
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,に
、
如
紙
が
洛
捋
學
象
と
_
も
、
艽
百
人
院
瓦
汉
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會
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可
1
ぐ
し
レ
て
磁
典
に
於
ぃ
て
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す
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ら
ざ
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と
を
命
か
た
ダ
フ
ォ
ク
レ
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$
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布
吿
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如
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ス
ト
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す
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傅
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ゐ
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の
兩
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钬
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對
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篇
た
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あ
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今
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傅
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な
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0
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.
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若
し
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兩
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い
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彼
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ア
レ
ク
サ
シ
ド
〒
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如
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何
な
る
態
膨
を
以
0.
て
彼
れ
が
取
細
瓯
に
於
い
て
新
た
に
取
得
し
た
帝
斷
を
支
配
す
可
き
が
、
又
希
臘
人
と
土
着
の
亜
細
瓯
人
と
.の
間 

に
は
如
何
.な
る
關
係
^'
成
立
せ
し
む
る
を
適
當
匕
す
る
か
に
關
し
.て
彼
れ
咬
勸
囱
.
疗
っ
た
も
の
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觀
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て
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イ
ェ
ー
ガ
ー
は
、「

王
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論」

を
以
つ
て
、
彼
れ
が
フ
ィ
リ
ッ
ポ
ス
の
子
に
國
王
敎
W
を
施
し
て
居
っ
た
時
期
に
屬
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
て
、
寧
ろ 

同
拟
の
終
宋
を
示
す
の
亂
あ
る
も
の
と
做
し
て
ゐ
石
。a. 
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•而
も
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
と
ア
V
ス
ト
テ
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と
O'
關
係
は
、
典
の
親
敗
力
ル
リ
ス
テ
ネ
ス
ハK

a
m
a
o
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^
C

獄
死
に
由
づ
て 

影
響
を
受
げ
た
こ
と
、
思
は
れ
る
0
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ、
の
遠
征
に
は
翁
多
の
傅
學
容
や
文
士
が
加
は
つ
た
o
.ア
リ
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ト
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ー
ス
自

. 

. j 

. 

- 

- 

.• 
•
 

. 

' 

. 

• 

.

.

.

玢
は
雅
典
に
返
去
し
た
が
、
而
も
彼
れ
の
代
り
に
、
嵇
學
盏
に
し
て
又
歷
史
家
た
る
其
の
甥
オ
リ
ュ
ン
ト
.ス
の
ヵ
ル
リ
ス
テ
ネ
ス
卜
隨
行 

せ
し
め
た
。
彼
れ
は
ァ
ソ
ス
及
び
ぺ
ラ
時
代
t
通
.じ
て
其
の
小
父
の
門
下
に
在
っ
た
も
の
で
.、
其
の
後
、
ァ
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
來
怔

の
途
に
上
る
直
前
、
彼
れ
は
ア
.リ
ス
ト
テ
.レ
ー
ス
を
助
け
て
デ
ル
フ
ィ
一
一
ア
祭
典(

之

墓

I
V
3
の
優
勝
盏
の
名
簿
を
作
成
し
て
居 

っ
た
。
彼
れ
が
其
.の
小
父
の
.：許
諾
を
得
て
、
ア
レ
ク
サ
ン
.ド
ロ
ス
の
本
營
に
加
は
っ
た
目
的
は
最
初
か
ら
し
て
ア
レ
ク
サ
ン
ド
，ロ
ス
の 

事
業
を
記
錄
す
る
に
在
っ
た
。
バ
ク
ト
ラ
に
於
い
て
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ

ス
が
^
エ
.
ウ

ネ

神

(

$
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の
子

で

あ

る

.と

公

然

言

ひ

出

し 

衣
も
の
は
彼
れ
で
あ
っ
た
。
彼
れ
は
其
の
鄕
市
オ
リ
ユ
ン
ト
.ス
の
.

&

建
を
企
て
1
居
っ
衣
が
爲
$
,に
、
彼
れ
の
歡
心
を
買
ふ
に
急
で
あ 

つ
た
。

彼

れ

ば

又

フ

遠

征

の

史

家

；と

1
.て
.自

己
.の
道

要

性

：に
_
し
て
.誇

張

的
.の
薏
見
を
有
し
、
ア
レ
ク
サ
シ
ド
口
ス
の
令
名
は
ア
レ
ク 

サ
，ン
.

ス
の
業
繽
杧
俄
刺
せ
サ
し
.て
、
办
ル
ツ
ス
テ
.ネ
ス
の
記
錄
.
.に
依

賴

ず

る

と

、稱

し

た

と

傳

：へ

ら

れ

て

ゐ

'k

o西
紀
前
三
：百
三
十 

年
後
激
許
な
ら
ず
.し
，て
彼
れ
は
當
時
に
至
る
ま
で
の
ア
レ
ク
サ
シ
.ド
ド
ス
；の
寧
蹟
を
公
表
す
る
が
爲
め
に
^
を
希
戰
に
遺
し
た
。
此

め 

蓉
は
希
_
の

皮

對

黨

を

：目

檩

士

し

：て
、

ア

レ

ク

：サ
：
ン

卞

ロ

ス

，の

'鴻
業
を
宣
傅
す
.る
が
爲
め
に
著
さ
れ
た
.も
の
で
あ
づ
て
、
彼
れ
は
ア
レ 

ク
■サ
ン
ド
ロ
ス
.の
新
糊
係
と
稱
甘
ら
れ
た
o
' 

-

■■

.
■
:
,

然
，る
.に
此
の
大
王
の
薪
聞
係
は
、
波
斯
流
の
平
伏
观
;l
i
o
r~§
§
a

y

^

s:の

間

題

：に

於

い
.て
；遂
に
太
主
：に
背
い
な
ア
レ
ク
サ
シ
ド 

ロ
：ス
は
、
此
め
問
題
に
關
し
て
、
へ
フ
ァ
イ
ス
チ
ォ

ン

e

及
び
其
の
他
の
.マ
ケ
.
^

」

ー
;.
7
人
の
支
持
を
受
け
た
。
王
も
へ
フ
ァ 

イ
ス
チ
ォ
ン
も
.彼
れ
が
ク
リ
マ
ッ
夕
ス
山
：麓
の
パ
十
フ
'ユ：.飞
グ

の

海

岸

を

進

珩

し

て

：居

0
た

際
.に
'\
狭
が「

ヴ
エ
：ウ
ス
の
子」

0
前
に
；平 

伏
し
た
と
述
，

Y

て
ゐ
る
カ

ル

リ

ス

テ
ネ
ズ
は
當
然
彼
れ
^
を
^

^
す
¥

>
も
.の
と
信
じ
た
0
洵
に
或
或
る
者
は
^
^
.が
之
れ
を
援
P

可. 

き
こ
^

1

:
し̂
た
^
濉
言
.し
た
0然
し
な
が
ら
實
際
に
平
伏
の
禮
：が
镍
入
せ
ち
机
：た
.時
、
カ
,ル
.リ
ス

テ

：ネ
ス
.
は

意

外

に

も

猶

學

盏

的

威 

嚴
を
方
し
-此
の
蓝
細
亜
的
慣
習
を
龃
細
茄
人
め
み
，に
眼
る
可
き
こ
忐
を
ナ
レ
ク
サ
シ
ド
ロ
ヾ
ス
ぃ
に
汆
め

^
。
^
は
：掘
職
已
む
な
<
之
れ
に

ア
リ
ス
ト
テ
々
丨
ス
；の
生
榧.
ミ
其
の
政
：治
规
論 

ニ
^

C
1
;
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四
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K
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テ
レ
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xめ
生
涯
-
其
の
：：政
溜
靡
输
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從

つ

たの

で
あ
る
が
、
而
も
力
ル

;^
ス
：テ
^
,ス
*

H
百1

1

十
七
年
、
ア
レ
ク
サ
ン 

;

.ロ/ス
^
小
菊
に
^
て
^
少
”

^
ブ
ぺ
不
ス
^

や
ル
：
；，
モ
こ
フ
：
オ

'ネ(

^
0
^
^
0
0

)

が
、猪
狩
の
際
、.王
.に
第 
一
B
の
名
#
 

令
與
.へ
'な
か

つ

た

がp

%
に
;：
*
-
;
-»
の
«
支

池

少

上

望

れ

、
;#
撻

せ

ら

れ

た

る

を

怨

ん

で

、

.其
0
朋
友
を
»
合
し
、
主
を
就
虐
し
や
ぅ 

;i
L

^

_w*
^

#

M
」

'^
,
、(

Q
u
i
n
t
u
s
^
r
d
u
s
_
^
f
u
s
>
H
i
s
t
o
r
i
a
r
u
 ̂

Libri Decern, 

viii. 

6-8 .)、

力
ル

.リ
，
ス
：
：テ

」

ネ

：
ス
姓:#
れ

奪

つ
'て

少

华

輩'に

伸

つ̂

說

い
^
暴

君

證

の

：暴

論

:*
年
の
#

,
杞
し
て
：歷

史

家

た

る
.ハ
：
レ
：
^

拿

愚

は

：、
：
.大m

に

對

す

る

啡

難

浼

防

ぐ

夯

爲

め

に

：
ヵ
，
リ

ネ

テ

、
不
：
ス

.は
獄
裡
に
：於
ぃ
'て
病 

宛
：し
た
も
.の
>

»し
^
ゐ
^
亦
、'-
.恐
.ら

,;
<
は
陰
謀
に
與
せ
る
も
の
と
し
て
處
刑
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
ぅ
？

V
:斯

乂

め'#
士

賴

描:f
e

:'
^
>谁
置
は
大
王
に
對
す
る
:7
:9
ネ
$
テ
：
.1
>
:丨
^
の
：.感
愦
;^
赠

か

：ら
：し

め

な

け

れ

ば

已

ま

な

.か
つ

た<
> ア
レ
■ク
サ 

■ツ
^

ザ
^
の

海
-^
-^
ぼ

舍 

_

.0
子
.：の

夫

折̂
以
.つ
^
憤

激

せ

；
る
：
ア
'1
;
ス

ト

：ー
ア
レ
.，1
;ス
0
擁

に
 

一
て
、
ァ
ン
チ
ィ
へ
ハ

.ト
ロ
.ス
ま
び
ヵ
ッ
サ
ン
VKH

ス

令

o
c

)

：:o
行

4
ー
る
所
で
#
.る
i

s
ふ
風
聞
を
難
ら
せ
た
。
斯
く
の
如
き
は
恐 

ら

；ズ

權

變

極
^
な

き
«
:(
0
女

が

其

：
の

敵
'を

傷

く

る

，
が

舞

 

而
も
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
力
ル
リ
ス 

テ
：
ネ

ス

：
の
.：
死

：に
：

_
つ
'て
-、ナ
^
ヌ
：.''
>
テ
.：
レ

丨̂
學
派
の
敵
意
そ
臂
:-
0
た
左
は
凝
ひ
^
き
所
で
あ
る
0
テ
オ
フ
ラ
ス
ト
ス
は
一：

小
篇「

力
ル 

:

■タ
：

K

テ
.ネ
.ス
.」

中

に

於

い

そ

力

テ

、不

1ス
め
；死.を
哀
悼
し
、
ア

:1
^
ク
サ
^
ぞ 

人
で 

あ
つ
た
フ「

ァ
：レ
.
1 一口
 ：

ン
の
デ
メ
;:
>

”
オ
X
-
^

介̂
^
0*0)

は
直
ち
.：に
.同
#
派
^
其
の
：子
^.
レ
ク
.サ
ン
ド
〒
ス
の
敵
力
ツ
サ
ン
ド
口
ス
に 

:

屬

せ

，
し

め

た
:0
^

;
す

：可

き

：

.が
如
X
、
穸
メ
卜
リ
オ
ろ
の
卞
に
在
つ
^

ア
リ
ネ
ト
チ
レ
：1
ス
_
派
は
全
盛
貪
極
め
>

”
ス
ト
テ
レ
ー

.

.

.

.
 

.

.

.'
-
 

:n'

へ
.

.'

.,
 

.
 

.

‘
■

-

.

:

'

-

 

■ 

■ 

-' 

■
■

'
 

...-
■ 

.

,'
.

-

-

ズ
：及
び
テ
：ォ
フ
ラ
久
ト
み
の
^
酿
の
多
く
ば
法
^
形
德
を
取
^
て
翁
^
乂
と
’と〜

爲
っ
た
か
ニ

 ̂

A 

H

-

 ̂

.
^
v 

- 

- 

- 

. 

.

..
ベ
 

V
 

. 

.メ

.

-
,
. 

-
•■
:

ア
リ
^
:ト
.テ
レ
メ
ス
，.は

骓

典

本

土

她

的

及

び

：商

業

的

潰

_
兄

ょ

っ

：
て

支

斿

泠

^

，.は
云
へ
、
彼
れ
の
同
市
に
於
け
る
地
位
は
又
、
昶
の
_實
際
的
政
治
理
論
^
し

て

：
沖

暦

階
.級
的
觀
念
形
..態
と
：1
致
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら

.'な

.
っ̂
た
.'0
. 
. 
.
'..八

：
.

に

 ̂

-
i 

- 

A
. 

- 

_ 

パ，

-
.
'
.

.

.

.

. .•

-,

前
描「

主
國
論」

及
び
！'ア
レ
.：ク
サ
：ン
下
ロ
ス
、
.別
名
植
民
#」

のj

一
 
篇
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
1
ス
に
存
し
て
居
つ
た
こ
と
は
、
單
に
ア
レ 

，
ク
：
サ

ン

ド

リ

ア

の

書

目

に

據

っ

て

窺

知

し

得

ー

る

0
.み
で
あ
つ
土
、
.彼
れ
の「

政
治
學』

は
全
激
ブ
レ
ク
サ
シ
ド
ロ
：ス
.に
就
.い
て
'何
事
を
も 

說
い
て
ゐ
な
v

o10
し
‘て
彼
れ
は
文
、
此
の
書
中
に
'於
い
て
は
ア
レ
ク
す
ン
ド
ロ
ス
な
る
も
の
.が
未
だ
曾
つ
て
存
在
す
る
こ
と
が
な
か 

つ

た

か

の

や

ぅ

に

都

市

國

家

，
に

執

着

し

：て

ゐ

る

ゃ

：
此

：
の

書

中

に

^
^

'化
の
重
要
性
を
考
へ
た
こ
と
'が
な
か
つ
た
や
ぅ
に
：す
ら
思
は
れ
る
O 

W政
が
希
職
其
の
者
に
於
い
.て
行
は
る
、
に
至
る
可
含
も
の
で
あ

る
と
异
ふ
觀
念
は
遂
に
彼
れ
(0
:心
裡
に
生
ず
る
.こ
と
が
な
か
0
た
や
ぅ
に
觀
ぇ
る
0
雅
典
：に
於
け
る
ア
リ
ス
.ト
テ
レ
^
.
ス
と
亜
細
盟
に

於
け
る
.ア
レ
ク
サ
ン
>
:
ロ
ネ
と
の
連
接
は
生
'<
?
:し
て
自
然
科
學
の
領
域
：に
限
ら
れ
て
居
つ
た
や
ぅ
で
あ
*
'
?
0
ア
レ
ク
サ
シ
ド
玲
ス
は
了

リ
ス
‘

ト
テ
レ

ー
ス
0
提
_
に

ょ

つ

:^
ネ
ィ
.ロ
ス
河
の
水
源
を
探
檢
せ
：し
め
た
と
傅
へ
ら
れ
.て
ゐ
る
0
彼
れ
は
逍
逾
舉
派
の
爲
め
に
、

'彼

れ

蒙

征

：
に

從

っ

た

學

者

團

1C
ょ
：宅
行
は
れ
た
亜
細
亜
：の
動
植
物
に
關
す
谷
^
 

實
際
政
策
上

:に
於
い
.て
は
是
れ
等
.ニ
大
偉
人
の
'間
0
交
渉
，は
撮
果
:*
在
せ
含
る
に
至
0
た
も
の
と
.觀
な
け
.れ
^

^

T
リ
K
>テ
レ
ー
ス
.の
，
生

扉

斧

其

の

：軟

治

.理

.論
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ア
リ
ス
.ト
テ)

、《

，の
-A
管
 

三
：

二
：： 

( 
ニ
1
:
£
9

て

身

へ

る

が

伽

く

：、

^
レ

タ

サ

グ̂
尸

ス

如

_

垮

抱
德
し
た
所
め
も
の
と
凇
木
賓
的
杧
相
違
淹
る
も
泠
で
あ
つ
汝
式
前
猫
拙
猶
九

八̂
^

ふ
る
.袅

狄

は

本

荽

痛

と

し
.て
^
礙

は

れ'な
.け
机

狀

典

念

〃

.奮
 

ク
.;F
:

1
は

旣

に

此

め

點

に

於

い
そ
ア
リ
ズ
.ト
.矛
；レ」
1
,ス
^
1£
し
办̂
^

村
.る
與
m
深

る

派

撕

の,»
族
;|
:
見

た
-.
:0
艰
れ
は
希
職
入
及
ガ
激
^

<
が
雜
婚
と
.共

同

.^
軍
務
と
：に
由
つ
て
同
聚
と
し
て
i

ハ
に
結
合
す 

ら
名
可
き
1
火
；帝

國

め

建

設

を

企
;1
]
オ

る

允

至.
'つ
衣
0
:都
节

的

自

治

の

.觀

念

か

違

職

的

統

名

 

更
ら 

に
希
職
的
統
一
の
襯
':
^
如
ら
人
類
_
赦

-
,の
：棄

に

雄

ま

ん

；と

じ

'つ〜

あ
る
：
の
：
で
あ

」

る
0彼
.れ
は
賓
に
ザ
>
{ ノ 
ー

y
G
t
s
の
世
界 

挪

邊

の

'^
靡

求

對

；し

て

感

焦

を

興

〈

た

:-
%
の
ヤ
ぁ
«0
為

.

(

昭
潲
四
苹
版
拙
著「

經
濟
學
前
史
し
.ー'ー6

+

^

^

現
れ
たK

”

ス
ト
テ
.レ
，丨
ス
;^
宙
き
«
家
禮
卿
忙
代
名
可
：き
何
翁
を
も
有
し
な
か
づ
.た
0
彼
れ
.は
科
學
的
.に
は
將
來
0
先
驅
諸
で
あ
つ 

た
で
あ
ら
ぅ
が
、
論
理
的
に
ば
過4K.

に
屬
す
る
も
の
と
爲
つ
.た
。
' 

'

.

:

.

,
, 

.

ス
タ
ゲ
ィ
、
ロ K

の
人
で
あ
つ
た
ア
リ
ス
ト
ー
ア
レ
丨
ス
は
、
雅
典
の
民
主
主
義
者
の
感
情
に
於
い
て
は
外
来
の
も
の
で
あ
つ
た
。
彼
れ 

.•
0
ア
.レ
ク
サ
：ン
;^
ロ
^
ま
び
ア
シ
チ
’ィ
。ハ
ト
ロ
ス
と
の
肩
友
關
保
は：
激
れ
等
を
遠
ざ
け
た
。
ア
リ
ス
，ト
テ
レ
：丨
ス
，は
後
年
大
王
の
信
注
. 

を
失
.つ
太
:;
<
!
:
社
沄
$

ボ̂
名
猶
^

1
典
に
於
け
.る
彼
；れ

め

居

贺

尨

尊

ら

ア

;v
:ク
サ
.
<年

，.：ロ
，
ス
，
に

依

顧

し

：
て
；
居

:0
た
0
ー
恰
も
ア
レ
ク
.
.
サ
ン 

ド
ロ
ス
の
即
位
が
、
雅
典
に
樂
け
る
彼
れ
の
：敎
育
家
と
し
て
の
目
覺
ま
し
い
生
涯
を
開
始
せ
し
め
た
と
等
し
く
、
彼
れ
の
死
は
之
比
に 

滌

ネ

を

告

げ

ェ

め

た

％

ァ

リ

：
ス
ト

_テ
：
：
レ

ー

ス

：
は

親

：

_マ
>
:ド
'そ
：マ:±
_
考

で

，
ぁ

り

ャ

或
;^
程

度

ま

で

反

，希

職

主

義

者

で

ぁ

た
。
斯
く
の
如
き
情
操
は
彼
れ
と
同
時
代Q

田

園

詩

人

！

K.

オ
ダ
9
ト
ス(

®
暑

急

'の
冷
刻
な
短
嘲
.詩
に
現
れ
て
ゐ
る
-°(Diogen. 

r
 v: 

s

‘

o

#
れ

(D
雅
典
忙
於
げ
る
_
義
ば
、
'
.
#れ
が
依
然
：と
し
て
希
_
的

都

市

國

家

：に
：執

着

し

、

'而
し
て
彼
れ
.の
理

，
想

：が

ブ

..ラ

ト 

丨
シ
の
，其
れ
.の
如
く
、
.,
専
ら
其
の
發
達
と
改
新
と
に
懸
つ
.て
居
る
.を
.示
す
に
努
め
た
。
彼
れ
は
希
職
人
を
眺
む
る
に
マ
ケ
ド
二
ア
主
國 

の
臣
下
を
以
0-
て
す
る
ど
と
&-
く
、
其
.の
同
盟
者
を
以
つ
て
U
た
。.：

然
し
^
が
ら
、
是
れ
を
以
つ
て
し
；て
も
猶
ほ
、
會
づ
て
ア
レ
ク
サ 

ン
ド
ロ
- ス
の
師
傅
で
.ぁ
b
、
.彼
れ
o
保
：護

を

受

け

、
_其
：の.名
代
7:
ン
：チ>

>>
.小
ロ
.ス
と
«
胄
な
'る
關
係
を
有
し
つ
、
ぁ
る
此
の
慕
客 

は
、
雅
典
市
民
の
大
多
數
の
敝
ヒ
マ
^
ド

ラ
ア
黨
と
1>
て
.映
ず
る
こ
と
を
如
何
と
も
ず
る
乙
：と
が
出
來
な
か
つ
た
。
彼
れ
と
ア
レ
ク
サ 

ン
ドn

ス
と
の
關
係
の
：變
化
も
、
：
彼

れ

が

依

然

か

し

て

ナ

K
チ
：ィ
パ
ト
ロ
，ス
と
親
#
な
る
關
係
を
維
持
し
て
届
つ
た
が
像
め
に
、
-
0
0 

人
：の
注
意
に
上
る
こ
士
な
<̂
、
.文

波

れ

に

對

ず

る

彼

れ

等

の

：薏

見

を

變

更

せ

し

む

：
る

こ

：
と

%:
な

か

.
つ

た.°
'

T
レ
ク
免
ン
;̂
>
ス
が
，
病
む
こ
と
僅
か
に
十
—
气

.沾
齡
苎
十
'ニ
ぢ
じ
て
西
紀
俞
1
1宣 

‘て
バ
ビ
，
ロ
一
一

 
ァ
：
に

長

逝

し

た
<!
:
:耷
ふ

報

知

が

：愈
.々
：確

實

：と

爲
<>
:た
.時
、：：抑
膨
.せ
ら
れ
た
度
.マ
ダ
ド 

一一K

的
情
操
は
唯
め
雅
典
の
み
な
ら
. 

ず

'-
>
希
戰
金
土
を
通
じ
て
一
.時
に
高
潮
し
た
。
/
.
マ
ケ
ド
ラ
ア
黨
ぬ
對
す
.る
唯
：.一.
(0
.保
護
は
ア
ン
チ
ィ
パ
;>
>
ス
；
で

ぁ

つ

た0
然
し

.な
が 

ら
、
.彼
れ
も
亦
、
T

V
ス
，
ト

テ

レ

ー

ス
と

：
等

.し

-<
'

乂

，
近

：く
.ア
、
レ
：
ク
：妒

シ

ド

、
ロ

.ス
の
信
任
を
央
ひ
、
.而
し
て
王
の
死
去
の
際
に
.は
、
.恰
も 

バ
ー
ビ
ロ11

ア
に
向
つ
て
.小
跑
細
]1
1
1を
進
薄
し
つ
\
ぁ
0
:た
，の
.
ぁ̂
'る
0
.マ
ヶ
，ド
ニ
1
.ア
«-
の
政
治
家
^
看

做

さ

れ

：て

居
0
た

フ

ォ

キ

オV 

c

も
1
.
^
1

)

は

雅

典

に

殘

留

し

て

、
：，
ア

：ン
，
チ

ィ
パ
h 

.
ロ
：
ス
：：
に
對
す
.る

開

戰

の

提

議

と

效

艰

な

：

き

爭

ひ

を

續

け

て

畠

つ

た
$

i

が
、 

彼

れ

の‘一
昧
は
ア
ン
‘チ
ィ
パ
ト
せ

ス
と
結
合
す
る
が
爲
め
.に
同
市
を
參
つ
灰
^
'ア
タ
ス
ゼ
テ
レ
^
ス
は
國
民
主
義
者
の
突
擊
を
避
け
て

ァ
リ
ス
卜
グ
レ
ー
ス
の
生
涯
ォ
其
-の
政
治
理
論 

三

三

c
l
H
i
D



ア
リ
ス
ト
テ
レ

1
ス
ー
の
き
を
其
の
奮
理_
 

-四

C
I
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遠
ぐ
^
其
の
^
母
の
；
族
0
鄕
里
.で
ぁ
ト
、
#;
0
女
か
ら
相
續
し
た
財
產
を
所
有
し
て
居
つ
が"

H(

ヴ
武
イ
ア「

o
ハ“

ス
に
.逃
れ
た
。
、
 

}

^

%ば
高
ぐ
比
_の
退
居
め
生
话
を
續
ぐ
る̂
と
能
比
ず
し
て
、m

百
二
十
ニ
年
、
胄
患
の
爲
め
に
殴
し
た
？

 

：(
c
i
o
r
i
n
u
s
n

.oc 

s
e Natan-—

M6nage::adI>iogen

^xL, y
.
1

^
。
而
紋
ェ
ダ
メ
；
} ロ
ス(

§
/
^
o
c
)

等
は
彼
れ
が
毒
を
仰
い
だ
と
主
張
し
、
デ 

ィ
オ
ゲ

ネ

ラ

エ
'ル
ーK 

.ィ
才
ス
'は
此
li
t
風
說H

信
用
ぞ
與
'へ
”て
.ゐ
I

彼
^
は
其
0
死
$:
:
豫
知
し
だ
る
%
(0
;
\*
如
く
、
..
ハ
ル
.キ
：ス
ぬ
於
^
て
、
--
,今
日
に
傅
存
せ
る
遺
言
狀
を
認
め
て
ゐ
る
？

(

0
茗

8

卜
.，

•■•
•
'
.
 

. 

.

.

.

.

.

V
.
1
1

ひ
。
之
れ
杧
は
*
の

學

校

の

こ

设

は

何

も

記

ざ

れ

で

，ゐ

な

'い
0-此
の
擧
校
と
之
れ
に
屬
す
る
一
切
の
も
0
と
ば
旣
，に
彼
れ
の
生
前 

に
彼
れ
の
選
ん
だ
後
繼
著
テ
.オ
フ
ラ
ス
！'
:
ス

に

委

讓

せ

ら

.れ

.

然
し
な
が
&-
グ
が
1
-̂
の
如
き
は
;-
>
ア
ダ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
が
、
啻
だ
に 

其
の
學
校
の
.み
な
ら
ず
^
圖
書
館
あ
で
も
±
れ
を
チ
オ
フ
チ
ス
W
ル
o'
管

现

に

委

じ

セ

雅

典

に

肆

し

た

，
一

事

を

以

つ

て

、

彼

れ

が

マ

ケ 

K -1

ア
軍
除
の
：カ.に
依
つ
て
雅
典
國
務
の
執
行
せ
ら
る
、
に
至
る
を
待
ち
、
'
 

再
び
同
市
に
歸
o

V

Vク
セ
ノ
ク
ラ
テ
1
ス

の

下

に

在

る 

ブ
ラ
ト
ー
:ン
'學
園

と

#

立

し

ゼ
;>
'
其
の
學
校
を
.
&
.
開
せ
ん
;̂

と
を
期
0
た
證
发
と
做
じ
て
ゐ
.る
0 (Grote,: 

o
p
.p:
t
„ P, 

2
1
0
0

シ
ユ 

グ
t
ル
及
^
フ
ラ
ン
デ
ィK

は
’、
デ
ィ
豕
ゲ
ネ
ス
..の
吾
久
に
傳
ふ
る
此
を
以
つ
て
、
軍
に
彼
れ
の
'遺
言
狀
の
拔
書
.に
過
ぎ
ざ
る
も
の
.と 

做
し
、共
の
理
由
を
同
‘じ
く
彼
れ
に
取
つ
.て
極
め
'て
貴
重
な
る
其
の
.：圖
書

館

に

就

い

て

何

事

も

：言

は

れ

て

ゐ

な

い

：

--
-
事

に

求

めて
ゐ
る

。

(s.tahr,

. 

op.. 
c
i
r
.
.
B
d
'
.
,
L
'

s. 

1
5vo
.
;
'
.
'
B
r
a
n

Bt
s
, 

o
p
.

，
.
c
i
r
-
s
. 

6
.
2
0
0 

..

.

.

•
 

- 

.

. 

. 

. 

. 

.

遺
言
狀
.は
其
の
劈
頭
に
於
い
ゼ
先
づ：

ア
，ン
デ
.ィ
バ
ト
：ロ
ネ
を
其
( 0

執

行

考

と

し

：
，
て

.指

名

す

る

o

マ
：
.ケ

ド一一ア

の
吏
一
一

ッ
カ
ー
ノ
ル 

S
C
K

翁

'
^
、
彼

れ

办

娘

ヒ

一

チ
T
ス(

/
/

象

^y

が
適
當
な
る
年
齡
に
達
す
る
と
共
に
之
れ
と
結
婚
し
て
其
の
女
婿
た
る
可
き
も

の
.で
あ
る
a11.

ッ
カ
ー
.ノ
ル
は
又
V
ヒ
ユ
チ
ア
ス
及
.び
ニ
コ
マ
ブ
ホ
ス
の
兩
者
に
對
し
'て
'-
父

と

兄

と

の

結

合

せ

る

鼯

係

に

於

い

て

最

#
の
注
意
を
與
ふ
可
き
も
の
で
あ
る
。(Diogen. 

r
 V

.
12,)

o
ヒ
ユ
チ
ア
ス
は
前
述
せ
る
彼
れ
の
先
妻
ヒ
ユ
チ
ア
ス
と
の
間
に
生
れ

...• . 

, 

、
 

■
 •: 

: • 
• 

• •

た
女
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
、
此
の
婦
人
と
.

§
結
婚
の
爲
め
に
、
彼
れ
と
同
時
代
の
.競
荜

奢

か

.ら

も

非

難

を

受

け

た

や

ぅ

で 

あ
るo(Aristokles ap, E

u
s
e
b
i
u
m

 

p
r
w
p
.
.

w
v
.
, 

x
v
*

2
,

)

0彼
の
女
は
咩
く
丼
の
夫
に
先
立
っ
て
死
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
而
も
彼
れ
等 

.の
結
婚
生
活
は
特
に
幸
福
に
し
て
高
潔
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

■:
#
の
女
は
^
の
夭
折
に
先
立
っ
て
、
彼
の
女
の
遺
骨
を
夫
の
其
れ
と
共 

に
橫
ベ
、ん
と
す
る
の
希
望
を
表
明
し
た
。
ア
リ
ス
.ト
テ
レ
ー
ス
，は
其
の
遺
言
狀
ヰ
に
於
い
，て
、
此
の
希
望
の
實
現
せ
ら
る
可
き
旨
を
述 

ベ
て
ゐ
る
0(Dicgen. 

r
 v

.
1
6
0
0
.

彼
れ
の
男
、
一
一
コ
マ
ッ
ホ
ス
は
彼
れ
の
後
#

へ
ル
ビ
ユ
ル
-V
ス
の
產
む
所
で
あ
る
0
彼
の
女
は 

妾
で
あ
っ
た
と
稱
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

へ
ル
ビ
ユ
ル
リ
ス
な
る
名
は
彼
‘の
女
の
外
过
唯
^
娼
婦
ハ
^

^
ミ

-
の
仲
間
に
の
み
亦
す
る
所
で 

あ
る
。
彼
の
女
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
臨
終
に
至
る
ま
で
之
れ
と
同
棲
し
.た
0
彼
れ
は
其
の
遺
言
狀
に
於
い
て
不
足
^
き
，資
產
を
彼 

の
女
に
與
へ
て
ゐ
る
。(ibid.,14. )

o
彼
れ
の
女
婚
た
る
可
く
定
め
ら
れ
た
一1

ッ
カ
ー
ノ
ル
は
彼
れ
が
孤
兒
と
爲
っ
た
際
に
彼
れ
を
監 

督
し
た
ブ
ロ
ク
セ
ノ
ス
の
子
で
あ
っ
た
。
彼
れ
は
ア
レ
ク
サ
ン
.ド
ロ
ス
の
本
營
附
の
慕
僚
で
あ
っ
て
、
三
百
二
十
四
年
、
オ
リ
ユ
ン
ビ 

ア
祭
に
集
っ
た
希
職
人
に
軍
：大
な
る
勅
書
を
傳
へ
た
人
物
で
あ
る
。
此
の
勒
書
は
淼
慢
な
る
態
度
を
以
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
希
職
都
市
に 

對
し
•
總
べ
て
の
追
放
人
を
召
還
す
可
き
こ
と
を
命
じ
、
而
し
て
即
時
之
れ
を
受
諾
せ
ざ
る
者
は
、
ア
シ
チ
ィ
パ
ト
ロ
ス
に
ょ
っ
て
立
.ち 

所
に
峻
嚴
な
る
懲
罰
を
加
へ
ら
る
可
き
こ
と
を
令
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
此
の
寧
斷
的
な
る
行
爲
に
ょ
っ
て
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
印
象
は 

.殊
に

雅

典

人

に

對

し

て

深

刻

で

あ

っ

た

。

此
の
忌
は
し
き
勅
書
を
裔
し
た
一
一
，ッ

力

ー

ノ
ル

.に
對
し
て
ア
リ
ス
•ト
テ
レ
ー
ス
が
父
の
如
き 

ア
9
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
生
涯w

其
の
政
治
.理
餱
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ア
リ
ス
ト
，

K

レ
|
ス
の
也
扼
^
其
乡
政
治
理
論
ソ 

、
 

三
六
.

(

ブ
三
.五
四〕 

愛
情
を
寄
せ
て
居

っ

た

こ
と
は
周

く

知

ら

る

、.
所

で

ぁ

っ

た

。
'
'マ^
ド

-
ア
黨
と
目
さ
れ
て
居
つ
た
ア
:y
ス
ト

テ
レ
ー
ス
の

不
評
は
、
 

此.
の
窜
件
に.
ょ
っ
て
ー.
曆

|火
と

爲

つ

允

も

の

と

想

像

さ

れ

る

.0(

0
.̂
0̂

专

:

此
の
事
件
の
あ
：.っ

た

翌

年

、
，
ア
”
ス
ト
テ
レ
.
1
,ス
は
常
例
.の
不
敬
神
.

(

ぎ
^§

>
:

の
罪
を
以
っ
て
吿
發
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
れ 

は
ア
シ
チ
ィ
パ
ト
ロ
ス
に
與
へ
た
書
巾
に
^
い
て
、
雅
典
は
望
ま
し
い
，居
怯
地
で
は
あ
る
が
、
而
も
阿
諛
と
誤
れ
る
街
發
の
流
行
と
は
、 

其
の
價
値
に
對
す
る
歎
か
.は
し
い
引
け
目
で
あ
る
と
記
し
、
而
し
.て
雅
典
人
ガ一

度
び
.ソ
ク
：ラ
r

1
ス
に
對
し
て
犯
せ
る
が
如
く
、

m 

ね
て
慕
に
對
し
て
罪
を
犯
す
こ
と
な
か
ら
ん
が
爲
め
に《

ル
キ
ス
'

I
隱
す
る
と
述
べ
て
ゐ
る
。(

I

I

,
 

Vlt. 

A
r

i
l

 

p. 

-
4
00
; M6

n
a
g
e

 

ad 

Diogen. 

L., 
v. 

5 

;
o
v
.
u
d
i
u
s

 

Aexi

s.-us, 

Variae 

sstoriae, 

iii. 

3
6
0
0 
デ
メ 

i
ア
ル
•
エ
レ
ウ
テ
リ
オ
ス 

{Ar^zrJP 

\
E
k
u
8
i
p
s
^

の
司
祭
長
一
工.ゥ
リ
ュ
メ
ド
ン(

£
ぞ
そ
&

|)

に
ょ
っ
て
代
表
せ
ち
る
、
宗
敎
上
の
TK
統
派
は
、
史
家
エ
フ 

ォ
ロ
ス(

S
£
0
O
/
?
O
C

〕

の
子
デ
モ
フ
ィ
ロ
ス(

i
^
^
^

〉

o
c

)

に
ょ
っ
て
其
の
始
祖
以
來
の
怨
恨
を
傅
べ
て
ゐ
る
イ
ソ
ク
ラ
テ
1

ス
學
派 

と
協
力
し
て
彼
れ
を
吿
發
し
た
の
で
あ
る
0
不
敬
神
の
薇
證
と
し
て
.擧
げ
ら
れ
た
も
の
丄
中
に
は
、
彼
れ
.の
へ
ル
ミ
ア
ス
禮
識
が
#
し 

て
居
っ
た
。(Diogen. 

L
/
V
. 

5 ; 

Athenwus, 

XV, 

l

o

o彼
れ
の
最
後
の
蒂
作
の'

一. ，

は
、
不
敬
神
の
吿
發
及
び
之
れ
を
支
持
す
る 

非
難
者
の
生
張
に
對
す
る
辯
謹
で
あ
っ
次
。
.彼
れ
が
墓
を
建
て
、；
現
身
の
人
間
と
し
て
彼
れ
に
對
し
て
葬
禮
を
擧
行
し
た
こ
と
が
隱
れ 

も
な
ぃ
事
實
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
彼
れ
が
不
死
.の
.神

と

し

て

へ
‘ル
..ミ
ア
ス
を
尊
%
せ
ん
と
^

し
た
と
主
張
す
る
非
難
苕
の
矛
盾
を
指
摘 

せ

る

辯

疏

書

の

一

奪

.が

殘

#

し

て

ゐ

る

。

(
A
t
h
e
n

托us, 

X
V
,

 

p
.

 

69.6, 

697. )
o (

而
も
、V H

ラ
n
忱
是
れ
を
.以
o
て
傲
作
と
看
做
し
て 

ゐ
る
0(Zeller, 

a. 

a. 

0., 

S
.

な
3
し
。

ア
リ
ス
ト
テ
.レ
ー
ス
は
有
福
な
る
醫
師
の
家
に
坐
れ
'
今
は
又
、
可
な
り
の
財
產
を
殘
し
：て
流
寓
の
地
に
不
歸
の
客
と
爲
つ
た
、
鐘 

き
に
揭
げ
た
彼
れ
の
遺
言
狀
は
典
の
執
行
人
等
及
び
一
一.ッ
力
ー
ノ
ル
に
對
し
て
、
後
妻(

若
し
く
は
突)

へ
ル
ピ
ュ
ル
リ
ス
の
爲
め
に
、
彼 

の
女
が
旣
に
贳
ひ
.受
け
た
も
の
、
外
、
遺
產Q

中
か
ら
、
銀
一
タ
ラ
ン
ト
シ
と
彼
の
'女
が
現
在
有
す
る
卞
婢
の
，外
、
彼
の
女
の
選
ぶ
が 

傲
に
三
人
の
女
奴
隸
並
び
に
ピ
ュ
ル
ラ
產
の
下
男{ ；

ピ
ラ
ル
ラ
エ
才
ス

)

を
、
又
、
彼
の
女
.に
し
て
ハ
.ル
キ
ス
に
滯
留
す
る
を
欲
し
た
な 

ら
ば
、
庭
幽
に
接
し
た
小
屋
.を
* K

タ
ゲ
ィ
口
ス
に
住
は
ん
と
欲
す
る
な
ら
ば
、
彼
れ
：の
父
の
家
を
與
ふ
^
き
こ
と
1を
命
じ
て
ゐ
る
9 

彼
の
女
.が
足
れ
等
兩
家
屋
の
孰
れ
を
選
ぶ
と
を
In
]
.は
ず
、
執
行
#
等
は
彼
れ
等
が
適
當
と
.考
へ
、
又
べ
ル
ビ
ュ
ル
リ
ス
自
身
が
嘉
納
す
可 

き
家
具
を
之
れ
に
'備
ふ
可

き
で
あ
る
。(Diogen. 

r
 V.

.
1
4
.
0
0

彼
れ
ゆ
尙
ほ
此
の
«:
中
に
於
い
て
、
與
女
數
人
の
名

を
擧
げ
て(

其 

の
多
ぐ
.は
奴
隸)

、之
れ
に
對
し
て 

一
{几
の
恩
惠
を
與
へ
ん

こ

と

を命
じ
，て
ゐ
る
。
ア
ム
フ
ラ
キ
ス

は
^
の
自

ri
l
を
與
：へ
ら
れ
、
而
し
て 

ビ
ュ
チ
ア
ス
の
結
婚
に
際
し
て
は
汀
百
ド
ラ
ッ
フ
マ
と
彼
の
女
が
現
在
有
す
る
ア
婢
^
與
べ
ら
る
可
く
、
.タ
レ
に
對
し
て
は
、
彼
の
女 

の
有
し
、：

又
購
入
せ
ら
れ
た
下
婢
の
外
1C
、

一
 

千
ド
ラ
•ッ
フ
マ
及
び
下
嫩
ー
人
を
興
へ
ら
'る
可
き
で
あ
る
。(ibid,, 

1
50
0
斯
く
の
如 

き
は
相
當
な
る
資
產
あ
る
者
に
非
ざ
れ
ば
到
底
爲
し
得
ざ
る
所
で
あ
る
”
皁
く
彼
れ
の
受
け
た
非
難
の
中
に
、
其
の
肺
ブ
ラ
.
K

1ン
に 

對
す
る
忘
恩
、
.マ
.ヶ
ド
-:
ー'ァ
の
權
勢
に
.對
：す
る
腐
從
と
相
並
ん
で
、
街
耀
及
.び
放

縱

等

の

：惡

習

が
.あ
っ
た
0.
彼
れ
の
衣
裳
は
高
雅
で
あ 

り
、
靡
美
で
す
ら
あ
つ
た
、
彼
れ
の
食
屯
は
善
美
で
あ
り
、
贅
澤
で
す
ら
あ
つ
た
と
傅
へ
ら
れ
て
ゐ
る
0

(Eusebius, 

P
r

ぉp. 

Ev., 

XV. 

2
W
0 

.

彼
の
ヶ
フ
ィ
.
ソ
ド
ロ

 K.

の
如
き
難
莕
の
言
の
直
ち
.に
信
ず
可
ら
ざ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
而
も
彼
れ
が
有
福
な
る
坐
活 

を
送
つ
て
居
つ
た
こ
と
は
、
容
#
に
想
橡
し
得
ら
る
：.
\
.所
で
あ
る
？
ソ
>
ラ
テ
丨
ス
.の
：言

ふ

が

如

ぐ

、
民

主

政

治
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丨
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取
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共
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治
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r

wA'
t*
-
Kレ
に
^
の
'坐
^w

其
の
政
治
瑰
譫
.
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、
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H
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G

成
す
る「
民」(

#

た)

が
、
：，市
民
中
(O
'
.貪
民
階
級
た
^:
の
^

、
：. 

(
x
i
n
o

皆
^

'Me
m
o
^

對
L;
'
て
同
情
を
有
し
得
^,
.̂，
'の
セ

ば

な

紙.つ#''ぺ
ぃ

:
:
:
.
'
:

ン
：
，
'
/
.
'
,
:
.
' 

.
:
.

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
：は
ブ
ラ
ト
ー
ン

に

比

し

て^'
を

こ
^
の
^
い
貴
族
主
義
者
で
あ
り
、
專
ら
、
完
全
な
る
市
民
權
を
享
有
せ
る
少 

_
自
由
民
、の
，見
地
れ
ら
政
治
的
坐
活
を
考
察
し
た
0'
:
而
も
ア
ヴ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
ブ
ラ
ド
1'
:
'ン§

共
產
主
義
的
意
見
に
對
し
て
、
有
産
' 

階
級
の
支
酣
を
主
張
し
た
。
斯
く
の
如
き
階
級
が
參
數
で
れ
つ
て
、
極
！I

極
貧
兩
社
會
層
の
雙
ロ
せ
る
も
の
、
若
し
く
は
少
く
と
も
共 

の
分
贫
せ
る
も
の
に
對
し
て
優
勢
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
'減
撒
市
は
，必
然
最
ん
善
<■
■
統
治
せ
ら
る
V
を
得
可
き
も
の
で
あ
る
と
思
惟 

し
た
。
自
己
を
ー
方
ぬ
^
ず
る
に
由
つ
て
平
衡
を
.確
保
し
、
.勢
カ
(0
備
重
を
抑
制
す
る
も
の
は
此
の
階
級
で
.あ
る
0
-從
つ
て
、
適
度
に 

し
て
合
{且
な
る
財
產
を
所
有
ず
る
と
と
は
、
市
民
の
最
大
な
る
幸
福
で
あ
る
，
支
配
權
に
し
て
有
ず
る
こ
と
の
多
き
に
過
ぐ
る
者
、
若 

し
ぐ
は
有
す
る
こ
と
の
少
な
き
に
過
ぐ
る
者6

手
中
に
存
し
た
な
、ら
ば
、’
そ
は
最
惡
'な
る
煽
民
政
，治
と
爲
る
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
、
尊
制 

的
寡
頭
政
洽
と
化
す
る
で
'あ
ら
ぅ
。
而
し
で
極
端
な
る
民
主
政
治
及
が
純
乎
た
る
寡
頭
政
治
は
直
ち
に
僧
.主
政
治
に
赴
か
し
む
石
も

の 

で
あ
る
。
而
も
其
の
社
會
の
成
員
が
殆
ん
ど
5:
.に
平
等
で
あ
.る
場
合
'に
は
、
斯
ぐ
の
：解
き
虞
れ
は
遙
か
に
稀
れ
で
あ
る
o
"中
曆
階
級
の 

み
唯
ひ
暴
動
の
虜
れ
が
な
い
。
' 此
の
階
級
の
多
數
で
あ
る
所
に
於
い
て
は
、
秕
會
.を
^
^
す
可
き
躁
暴
及
び
叛
亂
を
生
ず
る
こ
と
が
稀 

れ
で
あ
る
。
而
し
て
彼
れ
は
同r

の
理
由
に
.甚

い
.て
、
廣
大
な
る
國
家
に
在
つ
て
は
人
民
'の
蜂
起
を
見
る
.こ
と
が
最
も
少
な
い
と
說
い 

て
ゐ
る
。
即
ち
是
れ
等
の
國
々
に
於
い
て
は
中
層
階
級
が
頗
る
多
數
t
あ
る
が
爲
め
で
あ
る
。
之
れ
に
反
し
て
小
市
は
屢
々
ニ
個
の
！
：

營
に
分
割
せ
ら
れ
る
。'
即
ち
斯
ぐ
の
如
き
國
家
に
は
中
層
階
級
を
殘
ず
こ
と
少
ぐ
し
て
、

マ
半
は
富
裕
に
、
，他
は
貧
窮
な
る
.が
爲
め
で 

あ
る
今(

P
O
L
L
’

a
.

)

°
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: 

:ン

ら

^
^̂

彼
れ
の
說
く
所
に
據
れ
.ば
•
富
は
決
し
て一.

切
幸
福
の
究
竟
原
因
.で
は
な
い
o
.富
は
方
便
で
ぁ
.つ
て
斷
&
.て
_
的
た
ふ
.こ
'ど
$:
-得
な
|
. 

い
？
ソ
ロ
ー
シ
は「

富
に
^
し
；て
は
如
何
な
る
限
贫
人
に
對
し
て
定
め
ら
：る
こ
と
が
な
：い」

と
言
つ
て
ゐ
ゐ
る
が
、，
而
も
善
.良
な
る
生 

活

の

爲

め

に

：要

せ

ら

る

、

財

產

(0
:
高
は
無
制
眼
な
る
.も
の
；で

：は

な
.い
0
_純
眞
な
'る
窗
は
善
良
な
.る
.生
.活
<に
資
す
る
も
.
.の
で
ぁ
る
0:
而
し 

て
.
_然
に
從
へ
'る
甯
は
：無

眼

に

非

ず

し

て

、
：各

個

0
場

合

に

：於

い.て
極
め
て
明
確
な
.
.る
定
限
を
有
す
る
0.
そ
は
或
る
者
を
し
て
生
活
上 

の
主
た
る
諸
目
的
を
取
得
せ
1>
:む
る
以
上
に
出
づ
.可
き
も
.
.の.で
な
：い
9何
.等
の
.定
限

：な

き

も

：の

は

唯

^

,ア
リ
ス
.ト
テ
.レ
：丨
ろ
の
優
れ
た
常
識
と
中
庸
と
は
撤
底
的
に
ち
フ
ト
ー
ン 

'の
共
產
电
襄
を
排
斥
せ
し
め
た
と
稱
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
o
然 

し

な

が

ら

、
：
ブ

：ラ

ト

1
シ
：自
身
は
、
：：«
:の
意

味

：
に
：於

け

：
る

共

產

圭

 

彼
れ
の
：
 

「

國
家
篇
.

」

中

杧

表

明

せ

：ら

れ

て

為

る

所

謂

「

共

產

主_
_
:

」

：は

？

上
：庥

階

級

：
に

連

る

者

を

じ

「

て
»
の
.身
を
全
然
公
務
に
献
げ
し
め
、
利
已
的 

動

機

に

ょ

つ

：て

轉

向

せ

し

め

：ら

«
'̂
.
'と
と
な
か
ら
ん
が
爲
め
.に
$

磐
及
び
家
族
を
拋
棄
ぜ
し)

め
ん
と
す
る
：に
在
る
。
被
^

數
1

^
は

彼

れ

の

奸*
と

直

接

の

：
交

渉

な

：き

：も

の

#
ぁ

名

。'
:霞

：に

於

げ

る

種

族

的

國

家

：の

崩

壤

，
都

市

的

國

家

の

.發
坐
^
^

る
農
業
及
び
エ
業
0
分
離
は
、
人

民
.の
：
.#
數

を

し

て
->
土
地
を
離
れ
て
、±
業
に
衣
食
ず
：る
^
0
た
ら
し
め
、
之
柞
^

し
：.

て

社

會

土

童

樂

の
*
位
'に
；
立
：
た

し

：め

た

0ハ
而
も

逯

：忆

大

規

模

の

：
生

產

を

發

達

：せ

：し

む

：
る

と

：と

^̂

ア
分
ス
卜
！

K:

レ
.1.ん
：'の
生
.涯
芎
其
：の
政.治
.'理
：論
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へ

被

馨

働

者

た̂
ょ

り

名

、
：寧

ろ

自

己
0
勞
働
を
使
用
し
0
、
.あ
る

鐵

立

：手̂
業

者

で

；あ.つ
た
0 :

當

時

の

社

會

に.在

^
:
て

ば

殆

ん

ど

全 

.
く

賃

銀

制

度

の

：存

在

を

見

る

こ

4
.が
^
か
つ
、た

。.

(

昭
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版
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■'ン
；
は

輿

の

函

家.

y
m於
い
.：て
：> 私
有
財
産
及i

び

家

族

生

活

が

第

一

：
一
；
階

級

：た

る

：武

»
の
，偷
理
的
生
活
と
相
容
れ
ざ
る
も
0

斯 

べ
て
芡
"
國
家)

の
翁
.理
的
生
活
の
支
»
た
名
4
と

を

信

じ

た

：が

爲

め

)

に

-?
;
'彼

柞

は

此

：の

階

級

に

對

し

て

是

れ

等

の

一

著

を

拒

否

す

る

の 

.で
あ
る
0
.
,
而
^
彼
；れ»

”自
由
.の
勞
祚
階
級
が
能
く
其
^
仕
事
の
債
値
に
#!
當
ず
る
報
酬
を
^
け

て

、

其

の

身

分

：に

相

應

，
せ
.
る

生

活

を 

維

持

し
j
安
：ん

じ

セ

其

め

業

務

：
に

精

勵

し

.
自

已
^
其
の
.家
族

土

を

抉.持
す

可

き

こ.と
.を
欲

し

：た0 (

c
-r
. Rep., 

IV. ,421 、

C
.
D
.

)

to 

ブ
：
リ
X
ト
テ
：

：

レ
ー
.，
ス

龙

總

べ

七

：
の

儉

现

的

生

：
活

が

私

有

靈

：；
の

所

有

と

家

族

生

活

の

歷

_と
；を

要

す

る

こ

.と

を

信

じ

た

が

 

彼 

.

れ
は
あ
ら
ゆ
る
市
民
に
對
し
て
是
れ
等
の
も
の
を
擁
護
し
た
：の
'で
あ
る
:0
一
 

'
旣

述
^
如
く
>
土
‘她
0
再
.分

配

及

び

債

務

：：の

解

除

は

往

^
杧

^

て
庶
民
黨
に
ょ
タ

家
が
訴(

ん
と
し
て
最
後
.の
手
段
も
、
精
々
斯
く
の
.如
き
耍
求
に
過
ぎ
ざ
：る
も
.の
で
あ
：：つ
た
0
+
地
の
分
配
は
決
し
て
土
他
の
社
會
化 

を
意
味
す
る
も
.の

で

は

な

，，
い
？

そ

は

.土
地
.を
_

れ
て
、
都

市

，に

群

集

せ

る

貧

.民

が

^
び
土
：地.の
.上
.：に
其.の
權

利

を

取

得

せ

ん

.と

す

る

切 

實

な

る

要

求.で
あ

つ

た0
.プ

ラ

ト
ー
ン
.の「

法

律

篇
-L
.
-に
在
づ.て
は
、

±.地
：は

事

實

上

國

有

眺

產

で

あ

，る

が

、

M
?>
'
'市
民
，の
間
に
出
來
得 

る
限
り
、
平
等
に
分
配
.せ
.ら
れ
て
ゐ
る
:°(

1

^

?

^

,

 7
3
7
:
c
i

-ss 

C
.
E
O
?
x
i
^
^

人

：
ロ

を

制

限

す

る

を

.
以

つ

て

j

if
co
急
務
と
做
し
て
、
其
の
師
の
計
織
.に
反
對
し
た
の
.で
あ
る
o
.

〈

昭
和
四
叩
版
拙
著「

經
濟
學
前
史J 

.ニ
九n:

ザ
六
..頁
參
照〕

o債
務
抹
消
.の
要

求

，は

又

、

富

裕

な

.る

 ̂

彼

れ
等
の
徵
や
る
利
子
は
高
率
：で
あ
り
、
^

れ
等
が
支
_

5:

襄
隶
す
る
の
手
段
ば
苛
酷
で
.あ
っ
て
、
金
社
會
の
憎
惡
が
彼
れ
等
の
上
に
集 

ま
れ
る
に
乘
じ
て
爝
拔
政
治
家
に
上
づ
て
提
起
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ブ
.
ラ
ト
ー
ン
は
高
利
貸
を
呼
ぶ
に
、
其
の
刺
針
.、.
即
ち
貨
幣 

を
彼
れ
等Q

.

犠
牲
者
に
差
し
込
ん
で
、
親
金
h
に
對
し
て
利
子
を
徵
し
て
之
れ
を
掛
傷
す
る
蜜
蜂
を
以
つ
て
し
.て
ゐ
：る
。
而
し
て
ア
-リ
ス 

ト
テ
レ
1

ス
は
夂
、
小
金
貸
業
を
.以
っ
て
人
爲
的
形
態
：に
於
け
る
取
財
術
の
極
端
な
基
發
達
と
做
し
、
之
れ
を
.以
っ
て
徹
頭
徹
尾
不
自 

然
に
し
て
嫌
惡
す
可
き
も
の
と
#

へ
た
o 

.而
し
て
、
彼
れ
ー
の
邋
意
が
一
切
の
賢
金
業
務
を
以
っ
て
#
ぐ
不
自
然
に
し
て
且
っ
賤
劣
な
る 

も
の
と
做
す
に
#

し
た
こ
と
が
明
か
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
彼
れ
が
特
に
小
金
貸
業
務(

^

^

^

1

§

§

^)

な
る
文
字
を
使
用
し
た 

こ
と
は
、
大
金
融
業
著
に
對
し
て
幾
分
の
顧
慮
を
做
ぜ
る
結
果
で
あ
っ
た
一
か
も
知
れ
な
い
。(

「

前
史」

一
三
六
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四
〇
頁
參
照
5
0
 

: 

洵
に1

5

紀
前
第
四
世
紀
の
雅
典
に
於
い
て
は
、彼
'
の
.喜
劇
作
者
ア
リ
ス
ト
フ
ァ
，木
スc

仓
ミ
3

1 :
^

り)

が
其
の「

婦
人
議
會J

C
/

V

ゃ 

H

Q

S
の
題
材
た
ら
し
、め
た
が
如
き「

萬
人
が
寓
物
を
共
同
に
享
有
し
、_
時

I

の
財
產
に
侬
つ
て
ま
^
し
或
る
者
が
殷
富
を
極 

め
、
他
の
者
が
赤
贫
の
境
涯
に
沈
淪
し
、

ー
が
廣
大
な
る
農
_

を
有
し
、；
他
が
自
己
の
柩
を
却
；葬
す
る
に
足
る
ナ
地
を
す
ち
有
す
る
こ 

と
な
く
、

一
 

が
大
勢
の
奴
隸
に
護
侍
せ
ら
れ
、
他
が
一
人
の
下
觅
を
す
ら
有
せ
ざ
る
が
如
き
こ
と
な
：か
ら
し
め」

、
而
し
'て「

あ
•
.ら
ゆ
.る 

人
に
取
っ
て
共
通
な
る
生
活
の
標
準
を
定
め
、
而
し
て
何
等
の
■
差
別
.を
も
設
け
ざ
ら
ん
と
す
る」

一
般
的
私
有
財
齑
社
會
化
，の
計
窗
が 

仔
し
て
居
っ
た
。C

「

前
史」

一1

5

丁
五
頁
參
照)

。
'
然
し
な
が
ら
、
當
時
に
於
け
る
社
會
主
義
的
企
圆
は
全
く
空
中
樓
閣
的
の
も
の
で 

あ
っ
て
、
め
に
人
民
の
心
胸
に
侵
徹
す
る
こ
と
が
な
が
っ
た
。
，雅
典
に
於
い
て
は
、M

に
社
會
主
義
的
黨
派
の
.
存
立
を
見
る
こ
と
な
く
、 

又
何
等
眞
摯
な
る
社
會
主
義
的
重
傳
も
行
ば
る
、
こ
と
が
な
か
っ
た
。
.
而
し
て「

婦
人
議
會」

中
杧
現
る
X

共
產
主
義
的
社
會
改
造
の
計

ア
リ
ス
ト
テ
' レ
ー
ス
の
生_

?!
:
其
の
政
^
©1
論 

四

一

ハ

ー

三

五

九

)



ん
ア
リ
ス
ト
テ
レ
i
 K

の
生
涯
&

の
^

^

紙

論

ぺ

.

: 

2
三
六
〇)

.

.

肅
す
ら
、
土
地
耕
作
の
如
き1

切
の
勞
働
は
之
れ
を
故
緣
の
義
上
'に
寄
は
し
办
て
.、
.^:
'敗
嵌
民
の
’總
べ
て
は
—-
切
の
生
產
的
勞
働
ょ
り
' 

免
れ
ん
|

「
|

|

鄕」

_

 

|

_

ぁ
t

 

v 

: 

: 

; 

v
 

' 

,
 

希
職
市
邦
ば
必
ず
し
も
有
関
か
鄕
土
也
ば
な
-加
つ
た
。
又
'、
其
の
市
民
め
：坐
洁
は
奴
隸
制
度
を
據
.礎
と
す
る
も
.の
で
は
な
.く
、
彼
れ 

等
は
ー
般
的
.に
乾
觀
^
歡
視
す
る
(0
;
傾
府
を
ず
^-
る
:̂

の
％
も
&'
か
つ
だ
？
而
も
富
裕
.な
る
市
民
の
：事
有
：.せ
る
：富
と
、
.：安
ら
.か
な
：る
生 

版
を
送
り
つ
、
あ
る
尤
匠
-0
;
享
受
：せ
が
贫
鄺
と
が
、
％

に
奴
隸
の
1|
務
に
依
賴
す
る
所
の
太
な
る
も
'の
，で
あ
っ
だ
こ
と
^

之

れを
！
！

め
^,
け
れ
ば
^,
む
ぬ
。
而
じ
て
雅
典
市
埒
o (
大
多
數
を
形
成
し
て
居
令
た
一
般H

匠
と
農
民
と
が
ー
其
.の
收
入
'の
®

礎

を

奴

截

勞
隱
に
置
く
こ」

と
|:
#:
'
な
い
。で
、"
膨

れ

等

を

身

の

：勞

働

に

ょ

つ

て

生

計

を

獲

得

す

^
の
必
要
に
驅
6
れ
て
居
つ
た
事
實
は
、
.往
々
.に
し

.
• 

. 

.
.
.
.
.
.
.

 

.

. 

. 

.

.

.

. 

. 

.

て
奶
談
制
度
.の
擴
張
，に
栽
礎
を
置
く I.

種
の
共
產
主
義
を
夢
想
せ
し
め
た
主
因
で
あ
る
。(「

前
史
ヒ
三 

一：I

V一
頁)

。：

'

ブ
ラ
ト
ー
シ
も
ア
リ
ス
ド
テ
レ
ー
ス
も
共
に
一
抓
無
差
別
に
奴
隸
制
度
ぬ
反
對
ず
る
も
の
で
は
な
か
つ

た

。
ブ

ラ
ト
ー

ン
は
其
の「

國 

家
篇
«-
,の
第
五
編
に
於
い
て
、
：̂

人
を
奴
隸
た
ら
し
む
る
こ
と
に
反
對
し
て
居
る
が
，
而
も
其
の
.「

法
律
篇」

に
於
い
て
は
.、
申
®
に 

奴
隸
制
度
の
必
要
を
認
め
、
' 農
業
，を
す
ら
他
の
豪
業
と
等
し
ぐ
奴
隸
の
手
中
に
委
ね
て
ゐ
る
o (

「

前
史」

一
X
六
I
八
頁
參
照)

a
旣
に 

ム
ヒ
ス
ト
が
人
間
の
根
本
的
價
ff
c
及
.び
親
族
關
係
齔
I
敎
へ
.
'、.
.奴
_
?:
'
.以
つ
七
自
然
的
制
度
で
あ
る
と
主
張
す
る
學
說
に
黝
し
：て
反
對 

說
を
擞
畴
せ
る
こ
と
を
知
悉
し
て
座
つ
た
ア
ド
ス
ト
テ〖

丨
ス
は
丼
の
經
親
的
必
耍
，に
對
ず
る
意
識
的
信
仰
を
通
じ
て
斯
制
度
を
擁
護 

し
や
ぅ
と
3
た
0
彼
れ
ぼ
又
、
靴
場
に
於
い
で
_
斷
と
爲
れ
る
者
が
征
服
者
の
.奴
隸
と
：化
す
る
所
謂
因
襲
に
ょ
る
奴
隸
0

^
咜^

s
o
c
)
.

• 

• 

. 

•
. 

- 

• 

•
:
: 

.
•
•
•
•
•
.
• 

- 

• 
• 

• 

• 

• 

• 

.• 

• 

• 

. 

. 

.

.

.

. 

. 

. 

• 

.

.'
■-
•.'
•I
' 

.

.

.

.

. 

.

-

の
服
題
に
關
し
て
*賢
明
_な
る
人
，々
の
間
に
於
い
て
ず
ら
意
見
の
相
違
あ
る
こ
と
を
承
認
し
た
。.西
紀
前
四
百
十
三
年
シ
.ネ
ラ
ク
ー
サ
イ

に
於
け
る
肷
北
0
後
、：多
數
<0
雅
典
人
は
シ
ヶ
リ
ァ
及
び
4
:ロ
ポ
ン
ネ
ゾ
ス
に
於
い
で
奴
隸
と
し
て
勤
務
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

ス
バ
ル
タ
の
提

#
力
：ル
：リ
ク
ラ
チ
ダ
ス(

^

^

^

0良

^
7

〕

ば
、
：彼
れ
が
M

W〇
六
年
に
メ
チ
k
ム
ナ
を
襲
_
し

た

時

：、
"
彼

れ

に

し
 

て

之
^'
を
防
也
す
る
こ
と
が
出
來
た
な
ら
ば
、
：如
何
な
る
龜
ん
も
奴
隸
た
ら
し
め
ら
.る
、
こ
と
な
.か
る
可
き
を
誓
約
し
た
o
- 

cxeno- 

Phon,n&enica,.'r
，
v
i
.
l
4
-
I
5
.
)
o

而
し
て
デ
バ
ィ
人
が1 ー1

百
七
：十
年
の
終
り
ば
、
長
く
隸
屬
の
境
涯
に
法
つ
た
メ
ッ
セ
一
一
ア
人
を 

ス
。八
ル
タ
A
の
宇
か
ら
解
放
せ
る
後
に
於
い
て
、：

問
題
,
特
、に
尖
鋭
化
し
た
。
ィ
ソ
ク
ラ
テ
1
K
.は
ス
パ
ル
タ
を
辯
護
し
、：
ア
ル
キ
ダ 

す
ス
は「

輕
は
歡
べ
'
;て
の
ん
間
を
自
由
の
身
.と
：じ

て

此

の
'1
|
{
:
#
に
藍
つ
へ
た
、
而
.し
.て
自
然
ば
何
人
を
も
奴
_

ら
し
め
ず」

と
抗
_
し
た
。 

然
る
に
マ
ヶ
ド
ニ
ア
ひ
フ
十
リ
ツ
ボ
ス
ゆ
多
勸
の
希
臘
人
を
狀
識
た
ら
し
む
る
こ
と
を
敢
て
し
た
。

マ
ゲ
ドi

ー
ア
王
室
と
密
接
だ
る
關 

係
を
有
し
て
居
つ
た
ア
リK

ト
尹
レ
ー
.ス
'は
.明

か

に

、
：
§:
紙
於
狀
|
|た
ら
し
む
：る
こ
と
：を
期
せ)

る
！
^
に
對
し
て
の
み
奴
隸
制
度
を
適 

當

と

着

做

さ

ぅ

と

，
レ

'て
鹿
つ
た
の
で
.あ
る
が
' 
戰
に
敗
れ
た
希
臓
人
を奴

！
！

た
反
，し
む
る
のI

事
に
關
し
て
は
明
快
な
る
論
斷
を
下
す 

こ
と
を
避
け
て
ゐ
る

o c
p
m
b
.

 

Anc. 

Hisr: op. 

cit., 

p.. 
5
2
:
9
-
5
3
0

じ
-1
'
'前
也」

1ー
〇
四—

艽
寅
參
照〕

。

-
ガ
リ
ス
ト
テ
レ
丨
ス
.が
、
*
く
ど
も
自
然
的
奴
隸
?:
§'
は

-&
2'
0

を̂

正

當

興

し

た

と

と

は

'
是

れ

に

由

つ

て

市

民

が

國

家

に

奉

仕 

す
る
の
間
贩「

.3
;

0忍
>
を
與
へ
ら
る
：可
き
が
故
で
あ
^
。

«ぐ
て
叉
、
#:
れ
は
間
暇
を
有
す
る
と
と
の
な
い
總
べ
て
の
人
々
に

對
し
て 

市
民
槪
を
拒
咨t

る
O
V勞
作
者
6
:̂
務
ば
自
由
市
疼
の
电
砗
と
相
容
れ
ざ
る
も
(0
'
.で
务
る
。」

彼
れ
に
從
へ
.ば
、
最
高
0 1
意
義
に
於
け
る 

♦
福
は
觀
擧
に
栝
す
ギ
隨
0
:て
旋
高
£
.理
赧
ば
赞
學
者
か
生
活
で
ぁ
ク
て
、.
"そ
_
間
暇
を
必
要
ど
す
る
0

(

s
h
. 

Nic., 

X. 

vii，
§ 

ドy

之
れ
'に
次
ぐ
最
#
の
也
活
は
、
善
良
だ
み
1|
1
:
:
芪
ば
¥

つ
て
绿
さ
を
\̂
が
如
ざ
氣
金
^
る
偷
理
.时
德
の
生
活
で
あ
る
。
0
寄

-.
'
-
:
;
^

ァ
リ
.ス
ト
テ
1/
.!'
:
ス
'の
也
涯
ゴ
其
の
政
歡
理
論
ノ 

四

三

フ

C
I
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ア
リ
：ス
ト
.テ
レ

ー

ス

の

生

：砥

ミ

其

の

政

^;
现
諭 

パ

四

四
C
1
H六
ニ)

§ 

5
0ラ

農

撕

、
：
牧

畜

、
'符
獵

、

漁

撈

心

如

ぎ

自

然

な

な

も

の

キ

へ

ェ

眩

-̂
日

齋

人

ノ

商

人

及

び

が

寶

商

の

數

務

の

如

き

不

自

然

な

る 

も
の
と
を
問
は
.ず
、(

必
要
な
る
任
務
は
德
の
發
達
に
衣
利
な
が
も
の
で
^.
つ
て
r
.更
ら
に
高
尙
な
る
蕻
物
の
路
を
寒
ぐ
も
の
で
あ
る
。 

是
れ
象
の
も
の
は
必
要
で
ば
ん
る
が
、高
貴
.で
は
な
：

S
?

政
治
及
び
.哲
^(

利
得
の
爲
办
に
行
は
る
、
£
と
が
な
い
と
し
た
な
ら
ぱ)

は
、
 

明
か
に「

必
要
故
る
把
事」
に
對
置
也
ら
れ
た「

高
實
な
る
仕
事」

の
_
疇
に
屬
ず
る
も
0;
.で
あ
る
。
’高

貴

な

る

_

務

を

遂

行

す

る

階

級

は 

國
家
の
目
的
を
達
跣
す
る
も
.の
で
^'
つ
て
、
，#
つ
て
又
' 
彼
れ
等
は
即
ち
國
家
セ
あ
る
9

必
要
な
る
職
務
を
遂
行
す
る
階
級
が
國
家
の 

內
に
苻
在
す
る
は
、
彼
れ
等
の
#
在
が
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
高
貴
.な
る
職
篇
を
遂
行
す
る
階
«
が
#
在
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
が
爲
め
で 

あ
る
o
'彼
れ
等
の
存
在
は
巳
む
を
得
ざ
る
必
要
に
基
く
。
然
ら
ば
、
彼
れ
等
の
總
べ
て
は
何
が
故
に
悉
く
公
私
の
奴
隸
た
ら
し
め
ら
れ 

な
い
の
で
.あ
る
かO

齋
し
、
自
然
o'
奴
a
は
其
の
：知

力

が
1
^
:低
く
、
：其
の
.價
値
が
筋
办
に
存
ず
：る
の
で
あ
る
が
、
商
人
若
し
く
は
ェ 

眩
は
吏
ら
に
高
等
か
る
知
性
を
必
要
と
す
る
が
故
で
あ
る
0:
必
要
が
る
隞
務
が
市
民
に
委
ね
ら
.る
可
き
で
な
い
と
.し
た
な
ら
ば
、
そ
は 

果
し
て
何
人
に
歸
せ
し
め
ら
る
可
き
で
あ
を
か
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
理
想
國
の
經
濟
的
下
部
構
造
は
大
部
分
希
職
人
以
外
め
資
料 

を
队
"つ
て
形
成
せ
ら
る
可
き
も
の
：で
あ
る
。而
し
て
彼
：れ
ば
單
に
！-必
要
な
る
仕
事
|_
を
市
民
か
ら
引
き
_
す
の
み
を
以
つ
て
滿
足
せ
ず
、 

「

利
得
の
術」

に
趲
落
し
た「

取
財
の
術」

を
淨
化
し
て
、
共
の
眞
個
の
限
界
及
び
方
法
を
意
識
せ
し
め
ん
こ
と
を
努
め
た
。
：( 「

前
史」

一
六 

七
I

一
 

八
！
一
 
貝
參
照)

。
吾
人
は
他
.の
機
#
に
於
い
、.て
、
波
斯
戰
役
以
後
に
於
い
て
'、
I商
工
的
要
素
が
其
の
勢
力
.を
增
加
し
來
り
、
政
治 

的
笾
心
が
五
百
人
院
か
ら
民
會
に
移
り
、
思
會
は
全
く
晒
布
屋
"
靴H

、

大
工
、
銅
锻
冶
、
海
商
に
從
事
す
る
#
、
若
し
く
は
■

「

市
場 

に
^'
い
て
交
換
を
行
ひ
、
.安
く
買
n
:入
れ
て
、
.高
く
賣
り
捌
き
得
可
：き
物
に
就
.ぃ
て
蒋
ふ
.る
考」

か
ら
_
成

せ

ら

る

く

_
に

至

つ

た

こ

と

を
述
べ
た
。
肋
し
て
其
の
多
數
を
制
し
得
る
も
の
は
貧
民
I

で
あ
っ
た
。(

前
揭「

ベ
リ
ク
レ
ス
時
代
以
後
.に
於
け
る
希
職
の
社
會
不 

安」

八
.九
頁)

。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
意
見
は
實
に

.此
の
勞
作
若
の
民
主
政
治
、
即
ち
所
謂「

最
惡
な
'る
民
主
政
治」
に
^
す
る
反
抗
で

あ
つ
た
。 

-

洵
に
テ
丨
ラ
ァ(

A
.

 

E. 

T
a
y
l
o
r
)

の
所
言
の
如
く
、
彼
れ
の
政
治
的
理
想
は
、
市
民
の
資
格
を
享
有
す
る
こ
と
を
拒
ま
れ
た
、
深 

切
.に
取
.o敗
は
れ
は
す
る
が
、
而
も
前

途

の
希
望
の
な
い
階
級
の
勞
働
に
依
り
、
其
の
物
質
的
所
要
を
供
給
せ
ら
れ
て
靜
か
に
技
犹
と 

德
pn
T
ど
^'
追
求
し
つ
、
あ
る
、
胃
險
と
企
業
0'
精
神
に
ょ
っ
て
煩
は
さ
れ
.る
こ
と
の
か
い
> 
大
財
產
も
な
く
、
又
物
質
的
富
に
於
け
る 

甸
善
顯
著
な
.る
相
違
も
な
い

、
小
で
ば
あ
る
が
、
而
も
有
閑
に
し
て
敎
養
.の
高
い
貴
族
社
#

の
其
れ
で
あ
る
。

ャ

S
.

00
0
° 

斯
く
の
如
き
意
.味
に
於
い
て
の「

貴
‘族
階
級
.

」

な
る
語
は
又
、
限
定
せ
ら
れ
た
る
意
味
に
於
い
て
\の「

中
1-
階
級」

と
置
き
換
へ
得
る
も
の 

で
あ
.る
。 

-

-

:

十 

-

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
政
治
竹
學
の
眞
諭
が
果
し
て
常
時
の
所
有
者
階
級
に
ょ
っ
て
那
邊
ま
で
會
得
せ
ら
れ
た
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
 

而
も
彼
れ
の
-私
有
財
鹿
擁
誰
論
並
び
に
北
ハ
の
勞
作
者
の
民
.主
政
治
に
對
す
る
抗
論
が
彼
れ
等
に
ょ
っ
て
好
感
を
以
て
迎
へ
ら
れ
た
こ
と 

は
事
實
で
あ
る
。前
揭
ア
ン
.チ
ィ
パ
ト
ロ

ス

：の
子
，に
し
て
三
百
〇
六
年
に
マ
ヶ
>
1ー
ア
王
と
爲
っ
.た
ヵ
.ッ
サ
ン
ド
ロ
ス
■
に
ょ
つ
て
胀
典
の 

長
宵
の
名
稱
を
附
與
せ
ら
れ
、
十
©
年
間
同
市
を
支
配
し
.た
デ
メ
ト
リ
オ
ス(

u

l

f

c
 

0
0

m

ノ
は
全
著
者
の
利
益
の
爲
め 

に
行
動
し
た
。
彼
れ
等
の
見
地
■か
ら
觀
れ
ば
、
雅
典
は
此
の
.時
期
.枕
タ
ー
善<
銃
治
せ
ら
れ
た
こ
七
は
な
か
っ
た
。
デ
メ
ト
リ
オ
ス
は
识
主 

ア
リ
ス
ト
亍
レ
！
ス
め
生
掘
'ミ
其
の
政
治
现
廨
.:
1

ニ
三
六
三〕



.
K

リ
ス
ト
テ
：レ
-
.
|
.
ス
'
;の'生
«
ミ
其
0
政
檢
理
，論

.'四

.六

:

(

1
3六
四
ン

マ

主

義

的

財

政

制

度

を

改

廢

し

だ

。
，
斯

ぐ

で

富

裕

な

'る
雅
典
市
民
に
課
せ
ら

.れ
^
勤
務
べ

^
^

..

パ
/
^
$
>
:
は
廢
也
.せ
ら

れ

た

？

(

.雅
典
.の
.民
主

主

義

的

財

政

に

就

；い
>て

7'
:

十

七

卷

第

九

號

脒

載

拙

稿

：

「

べ
：
リ.ク
レ」

ス
：
の
：
大

：エ
：事

忆

就

：ぎ

て

0
馨
經
濟
史
的
考
察」

四 

彼
れ
.は
丘
ハ
役
の
.
義

務
 

〈

を
減
少
し
，
艘
隊
I:
.
.縮
少

し

：、
而

し

セ
.三
段
橈
戰
艘
艤
装
の
義
務
、
即
ち
ト
リ
、

H;

ル
ア
ル
：
ヒ

ア

貧

邊

そ

鲁

)

を

廢

止

し

て

、

最

富

裕 

な

る

市

民.の
負
it
を

輕

減

し

た

。
彼
.れ
は
風
祭
を
改
革
し
、歌
舞
隊
を
準
備
ず
る
富
者
の
.義
務
> 
即
ち
ホv

キ
：K

P
0
3荟
 

其
の
費
用
を
國
家
の
負
擔
た
ら
し
め
、
而
し
て
公
の
基
金
か
ら
國
祭
を
取
行
ふ
'が
爲
め
に
一
'年
制
の
：官
吏
即
ち
ア
ゴ
ノ
テ
チ
ス
バ
^

?
 

を
任
命
し
た
。
而
も
尙
，ほ
彼
れ
は
國
家
の
收
入
を
增
加
せ
し
め
た
こ
と
に
由
つ
て
稱
譜
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。(

D
i
o
g
p

 

r
 V. 

「

7
5
.

)

。
：而
し
.て
減
少
し
た
雅
典
.の
人
.ロ
：は

、
四

百0
三
年
0
舊
態
ま
で
恢
復
す
る
：こ
と
が
出
來
た
0(

 ̂

i
v
.

 

o
a
p
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卜p. 

2
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B
o
o
"
#

れ
は
有
福
階
級
の
利
益
の
.爲
め
に
，陪
審
法
廷
を
改
革
し
たo

彼
れ
は
逍
遠
學
派
の
.
一
人
で
あ
：つ
て
、
彼
れ
の
下
に
於 

.
い
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
1
ス
學
派
は
其
.の
，盛
大
f
c誇
る
こ
と
が
掛
來
た
？
彼
れ
は
異
邦
民
テ
オ
フ
ラ
ス
ト
ス
を
し
て
、
土
地
を
購
入
し
、 

其
の
學
校
を
ブ
ラ
ト
1
ン
の
其
れ
の
如
く
、
法
律
的
に
組
織
せ
ら
れ
た
團
體
た
ら
し
む
る
，の
.權
利
を
取
得
せ
し
め
た
。
彼
れ
は
多
數
の 

箸

侈

禁

止

法

を

發

布

し

て

、
結

婚

*

«!
宴

及

び

葬

式

の

費

用

を

切

;̂
諸

め

：、..俱
樂
部
：

Q.

新
設
を
禁
止
し
、
婦
人
の
人
中
に
於
け
る
行
狀 

■-
.及
び
共
の
衣
裳
を
取
締
り
、
又
、之
れ
を
勵
行
す
る
が
爲
め
に
、
ア

リ

ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
精
神
に
從
つ
て
監
察
官(

2

|
§
|

^

0

0を
任 

命
し
た
？
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー

.ス

は

、

其
の「

敗
治
學」

中
に
於
い
.て
、.：此
の
種
の
官
吏
^
以
づ
て
、
民
虫
政
治
ょ
り
も
寧
ろ
貴
族
政
治
に 

於
ぃ
て
看
出
さ
.る
、
所
で
ぁ
る
と
做
し
、「

何
人
か
能
ぐ
貧
民
の
_
が

人

前

に

出

づ

る

を

禁

じ

得

：可
き

：

」

';
'
と
說

ぃ

：て

ゐ

る
0
/5
0
1
.
,

IV.

i
5,

;
:
v
t

00.>

<>
.-
';.

'

■'
'
.
:
.
v
.
v
:
/
V

:■
'

—

#
の

デ

メ

ト

リ

オ

ス

；の

執

政

中

に

キ

テ

ブ

，
ロ
大
；鳥

か

ら

，
セ

ム

_人
0
血
を
引
い
た 

ス
ト
テ
レ
ー
ス
に
代
ク
て
、
^

0
思
潮
を
指
^
す
可
き
運
命
を
有
せ
る
冬
^
で
あ
つ
：た
0'
ス
：ト
ア
學
派
の
始
祖
ゾ
ェ
ノ
ー
ン
，
が

是

れ

■で
あ
.る
0
:-
ノ
；：
..，
.:-■

:■
■西
紀

前

第

四̂
8カ

雅

典

は

未

：だ.«
界
_柴
義
的
ヤ
は
な
’か
つ
た
が
> 
而
も
前
-li
t
紀
に
於
け
.る
ょ
り
も
、
；i
り
：.少
く
雅
典
的
で
あ
り
、 

ね
り
多
く
希
臌
的
で
'あ
つ
た
。(

P
日
げ
.
>
»
0
. 

His r

^

‘p.
;rp,/ 5

1
1

,

)

o
異
邦
人
に
對
する

#
！!

日
の
憎
惡
を
駿
し
、
自
治
を
求
む 

.る
根
强
き
欲
.情
を
«

-
し
て
、
'.
1

铳1

の
|概
念

は

其

の

：
歩

を

進

め

た

-:
0

:世
界
湖
市
場
.の
建

設

は

猶

：ほ

幾

多

の

闲

難

に

遭

遇

し

な

け

れ

. 

.
»な
ら
.なi

か
つ
.
.た
.-^
、
.
.
'
.
,

而
.も

-^
と

物

と

が

自

曲.に
.往
來
す
.
.る.を
妨

ぐ

：る：：
' 

1-^
1
の
.障
害
物
を
倒
^
す
，.る
.
.
.
が
爲
め
に
.旣
に
試
み
ら
れ
た
手
段 

:

は
.：

I

段

P
進
歩
を
示
し
た
。v

然
L
な
が
ら 

>っ
斯
<

0知
き
希
«
の

統

-
に
向
ほ
ん
.ゐ
ず
る
顏
向
の
增
加
は
^

%
邦
：の
_
廢
:|
:
物
語
.る
も
>の
>で
あ
つ
：.た

。
：：：市

邦

內
^
於

け

.る

貧

富

兩

階
 

;
:し
き

を

加

へ

：た
。

.舊
邦

：は

孰

れ

も

疲

れ

衣

。
：
：獨

り

運

命

の

星

：の

«
い
：
て
居
つ.た
冬
の
は
若
い
^
^
^
^
^

見
地
が
ら
經
督
.せ
6
:る

至

b
、
土
地
を
離
れ
た
食
民
は
.都
市
に
於
け
る
勞
働
市
民
の
數
を
增
加
し
た
の)

で
：あ
る
が
、
へ
而
も
都
市
の 

X
寒

は

是

れ

等

の

大

衆

を

雇

傭

す

可

き

大

規

模

の

、
も

の

と

爲

、
る

^
を
得
な
.か

つ

た

o

--
商
業
ほ
^g

め
灕
市
が
大
士
璩
る
.こ
.
と

を

得

た

唯
 

::|

の
：方

法̂
あ
：
る0
:前
も
義
的
基
礎

.を
缺

け

る

：露

諸

邦

に

在

：
つ
：
；：て
：

.は
、
.其
^
商
業
は
エ
潔
を
以
0
:て
之
れ
を
裏
附
け
^
る 

.
;て
0
_み
唯
り
維
持
.せ
‘ら
：る
>
こ
、.と
：が

出

來

炎
>0
:維
典

：
は

其

の

(

著

例

で̂

^
 

而

も

眞

.

.
r
b
V 
I 

 ̂

四

七
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r
リ
ネ
ト
，
テ
V
i
.ス
め

座

寒'̂
■

败
#
理

論
',
:
:
:
、

 

四
-八

：

(

I
H六
六)

亡
能
:<
航
懒
の
.危

險

、
；
國

際

關

係

：

0
不

安

萣
3
輸

逡

观

播

不

廉

>

_

通

組

織

や

:
\ 

V 

'-

產

物

：の®
路

を

充

分

：、
に

獷

張

す

る

こ

：̂
が

出

來

汝

か

：：

っ
衣
。
；
斯

ス

の

如

き

溥

情

め

卞

に

於

い

て

、
：エ

業

的

命

業

家

が

.其

め

疮

業

を

膨

脹 

.

せ

し

：む

芮:.
'§限
';
#
を
知
^
、
，
'»
の
勞
働
者
#

眼̂
龙
し
^.
、

あ

る

の

時3自
B

Q

B市c

に
於
い
て
安
往
の
地
を
看
出
す
こ
と
能
は
ず 

し
そ
、.
.货
浪
徘
'1
0
の
：境

漶

忙

陷

り

っ
\
あ

る

者

に

救

濟

を

興

：へ
ん
と
：
し

.た
な

ら

ば

、
；
希

顋
.
.
.
.
.
.

向
.っ
セ

神

办|
3
山̂

：な

け

れ

ば
.な
.ら
：
ぬ-;
:
0而
も
是
れ
が
爲
め
に
は
、：

是
.れ
等
の
'諸

國

：は

共

同

の
.指
揮
官
の
.
'下
に
結
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
.
.

.

ぬ

ヴ

斯

く

の

如

含

は

ィ

ソ

：
ク

ラ

テ

ー

ス

:c
b
演
說
中
杧
繰
り
海
さ
れ
喪
題
自
‘で
あ
り
、
k
ぃ
斯
ズ
.の
：.如

き

經

濟

的

目

；的

を

滿

足

.せ

し
め
、
 

斯
く
:0
如
_含
植
坺
§
^
展
の
#.
统
を
發
見
.せ
ん
;'
<
?
:
:
す
る
も
'の
：
が̂

レ
>
,サ
.ン」

ド
ロ
，
：ス
.太
生
の
事
業
で
^
っ
た
。
前
述
：;0
如
く
、
ア
リ
ス 

ト
ー
T
レ

_:ス
は
睹
代

.0
徵

候

に

對

し

て

會

目

：
で

は

な

か

0
た
;:
0
:然

し

な.が
ら
、
少
く A

J

も
彼
れ
が
雅
典
に
於
.い
て
說
き
、
.又
其
の
'「

攻
、
 

治
學」

屮
に
殘
游
し
て
.ゐ
る
部
分
に
於
ぃ
て
認
め
た
も
め
は
、都
市
的
弗
同
|
|
體
內
部
の
偷
理
的
顏
廢
の
徵
候
で
あ
っ
て
、
外
部
に
對
す 

る
國
家
發
煨
の
：其
れ
で
は
な
か
^

%
:0
輪
れ
は
、ム
她
緩
な
る
滴
的
聯
合
と
變
じ
て
、；倫
理
的
0
的
と
倫
理
的
訓
練
と
を
拋
棄
し
去
つ
た 

民
主
々
義
的
：市
邦
の
社
會
倫
理
的
批
評
家
と
爲
っ
た
。「

0

^

&

.

>
n
c
.
' 

H
i
s
r
o
p
,
d
r
+
p
p
.
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ス
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レ
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ス

は

、凝
は
し
げ
な
醫
師
の
.如
く
に
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希
職
民
族
の
病
床
に
附
き
添
つ
た
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a
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彼

れ

に

，
取

っ

，
て

は

、
，

.其
の
■
ブ
:?
ト

ー

ン.に
於
け
る
と
等
し
く
、
.小
嘉

は

實

•に
：肺

人

的

道

德

の

寒

礎

で

あ

b

、.條
件
.で
あ
っ
た
。
.彼 

れ
の
理
想
國
に
在
つ.
て

は」

、:
其

；0
市
展
.は
相
友
.に.
識
り
合
ひ

、.
唯
*た
一
入
の

.
傳

八7J
に

ょ

つて
話
し
.掛
け
ら
'れ
る

こ
，と
の
出
來

る

ほ

ど

の
 

少
數
で
^
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
は
小
で
は
あ
る
が
、
完
全
で
あ
り
、
自
足
的
で
あ
る
。
獨
立
の
市
邦
は
、
恰
も
、
幾
多
の
家
が
結
合
し

て
*
村
を
生
じ
、
幾
多
の
村
が
結
合
し
て
市
邦
を
生
ず
る
が
如
く
、
文
明
の
進
む
に
連
れ
て
、
更
ら
.に
高
き
i

形
態
に
發
達
す
る
も 

.の
で
な
い
。
そ
は
社
會
讓
の
窮
f

t

、
目
的
で
あ
る
O

S
は

又

：、

其'

I
治
學」

g

g

々
な
る
政
體
を
分
類
し
、
考
察
し
て
ゐ
る
。
希
臘
に
於
け
る
寡
頭
政
治
と
民
主
政
治
と
の
間
に
存
す
る
眞
の
根
本
的
相
違
は
、前
者
が
所 

嘉
級
に
よ
る
政
治
で
あ
る
に
反
し
、
後
箸
が
民
衆
に
よ
る
政
治
た
る
の
事
實
に
存
す
る
。
而
し
て
彼
れ
は
最
应
な
る
政
體
た
る
理
想 

的
な
る
君
主
政
體
も
、
又
、
第
二
位
の
良
政
體
た
る
理
想
的
な
る
貴
族
政
體
も
現
實
に
#
せ
ざ
る
が
爲
め
に
、
民
主
政
治
か
ら
其
の
不 

良
分
乎
を
1

.
じ
：>
:
:
寡
頭
政
治
ー
の
，最

爲

分

子

«
加
.，へ
名
れ
た
混
成
的
政
體
、
即
ち
、
ポ
リ
テ
ィ
ア
を
描
き
出
し
て
ゐ
る
。
斯
く
の
如
き 

.も
の
^
、
，
：
西

紀

前

第

充

世

紀

'を

通

じ
*€
ボ
：4
オ
^

K
KI
實
®

^

た
、穩

和

な..る.寡
頭

政.體(

.-^
7
^
%
^

》

:abiK>p.6c:y

紐

び

に

西

紀. 

前

四

百

十

ー

：年

に
.於

呔

る

：證

：政
0
證

ビ

際

じ

で

現

れ

、た

雅

典

.の
，貴

囊

體.に
挥
い
ズ
の
.で
_

る
？
後
赛
は
政
治 

.を
五
节
人
に
限
定
し
.，
富
者
に
よ
つ
^
指

藥

サ

ら

れ

ー

中

膠

階

級

に

よ

つ

^
援

護

ぜ

ち̂

ふ
所
の
為
の.で
あ

る

。

.

此

の

四

百'十

--
.
年

の
. 

民

茧

政

顚

覆

に

際

し

；て
顯
著

ft
一
る
役
割
を
演
じ
た
も
の
は
寡
頭
政
治
俱
賺
免
あ
^
た
9
;前
し
.て
是
れ
等
.0
俱
樂
部
.が
、』

ド
ポ
y
ネ 

グ
：ス
戰
役
漱
期
.に
至
つ
^
、
.
.
.
启

已

：を

防

護

せ

ル

せ
^
所
で
あ
る
:0
:(

前
揭「

靈
の
社
會
不
安

.
^
1
1
養

^

^
キ
マ
デ
ィ
：デ
ス
B：
此

P
穩
和
な
ぶ
寡
頭
政
治
.を
以
タ
X
雅

典

；の

有

し

た
#

良
.
.の
も
.の
.で
：：あ

名̂

1
お

，1

^
て
.
.7
:リ
'ス
'
ド

斧
 

て
：
ゐ

る,0
.斯
く

の
.如

き

彼

れ

0

政

治

的

葡

見

は

又
::
'
'
.
マ

ケ

ド

. 

.

.

.■•

.
 

.

.

.

. 

-

艿
ア
玉
.室

-&
-
:於
：い

丈
 

ん
.と
し
て
居
つ
た
雅
典
有
產
階
級
杧
對
：し
て
好
德
を
與
ふ
.る
も
.の
.で
な
付
水
ば
な
：
 

ら
な
か
-P
だ 

o
r;'
!

, 

T 

.
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• 

- 

- 
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：.ス
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—
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<
姨
^
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治
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:
'然
1>
な
が
ら
、
リ
> 
ケ
ィ
オ
ン
に
於
け
る
知
識
階
級
の
團
體
：は
、
若
い
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ロ
ス
の
殆
ん
ど
狂
想
的
な
世
界
改
造
に
信
を

置
义
こ
と
能
は
ず
1,
^
、
''
全

然

相

：對

立

せ

：
る

自

治

的

な

る

希

職

質

易

都

市

士

宫

僚

政

治

的

农

.る
取
洋
王
政
(0
.要
素
と
^̂を
^

. 

.
.
.

 

• 

.
 

-
 

!̂す
、る
彼
れ
(0
:
施
政
計
書
を
禮
讃
ず
：る
と
と'が
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